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!:株式會就播磨造船所
＆昭和23年11月30日竣工筋
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第五照國丸（繍繍）
昭和24年1月31日竣工

播磨造船所建造

長85.00m

幅13.00m

深6.30m'.

鵜噸数2160"I､
‘・速力14.51ki]

機關二段減速蒸汽タービン
最大2,0COHp

＝

I 0

青葉丸（川！'紺･(艫）ーQ繕い

昭|12d年3月8日竣工

川崎亜工泉州工場建造

:LZ48.00m

IW,18.00m

"V-｡3.60m
．（．、．、

總嘩蝋－600T

鍼:;。]].5kn
機淵（レシプロ)750HP

'--琴一一一三垂

第三醗笂‘篭需嘘鱒
昭和24年1月11日竣工

日本鋼管健見造船所建造

長.s.52.50m

r幅.8.80m

深4．20 m

總噸激；'599T

速力（最大)11.45kn

機開直立三聯成 汽機
定格500HP

卜 r一一 ＝ヨー函室＝

釧路丸(R本郵船，

昭和23年11ﾉ120｢I竣工

三捷重工長崎造船"健造

長88.00m

幅 1 3 ､ 2 0 m

深7.40m

總噸数2,340T

速力（最大)13.5kn

機開（タービン)1,700HP
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いくしま丸(蕊懲謹）
昭和24年1月31日竣工

三菱重工長崎遥船所建造

長87.00m

幅.13.20m

深7.00m

總狐数2,244T

速力14.2kn

機開二段減速蒸汽タービン

定格1,700HP

光徳丸職堂謹）
昭和24年2月15日竣工

三菱軍工長崎送舳所建遼

R8 7. 00 m

幅13.20m

深7.00m

總噸数2,245T

速力 14.2kn

機關二段減辿蒸汽タービン
定格1,700HP
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昭和23年3狗綱日竣工

川崎索工泉州韮甥篭悲
長5000m

幅 8 . 4 0 m

"4.20m

總噸数526T

,速力． 9kn

機開_F6型ヂーゼル
550HP

■

雄山丸(燕臘溌）
昭和23年］2月

三遥童工横試造船所建造
長85．00m

幅 12.501n_-

深650m.

總噸数2,000T

連］ 10kn-

機關（レシプロ)1,100HP
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電動機直結ドラバル型

超遠肥油清浄機／

』

唾
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P
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居 ~虞田

更に之は亦海運々 糟能率の向上の馬めから現在の海運
1序

の錘繊細識、改葬，迩犠向め縮少に謝然波及し企業の自一

雑職後三年除吾圃錘涜は，職霧による薯しい扱喫と勢立総制の促避即ち民衝還元詮必獅とす．る事とならう。之
勵不安とインフレによって不安定に維始する一方，財閥亦好ましぃ結果が期待される。

解隆に蕊した經濟構造の民主的再編成が延引しｵﾙ爲め， 次に鋪4,"311i(IIﾘに表れた安定践金をII'心とする企

復興は迦蕊として進豊ず;陰欝な停滞的様棚を呈したが業合理化の問題がある｡岡蝶練滴への霧加峨,必然的に堂
昨年よb國捺棄境の鍵化に伴って，東亜に於ける吾鯉濟常な氏金ｵ錐や見出す事とならうが，典との見合に於て
の地位の再認識を華繩とし,米國の腿性的紋濟独を減少稲:ちに企業に於ける氏金代,典定せしめられ@るであしう。
せんとする要請から需誕漬の急:速な復興逵成が目標とざ之ほ擬制雇陥と共に各荷柔〃ｳ鍛慨系罰.合理化する邪と
れる情勢となつﾅﾆ。 なる。海迩に付ても憧金'炎燐と擬制歴II1『ﾝ嘘y'l!敬一脳問

う燃胃犀駕鯨織磯雲霧震蝋舗鰯聯駕鰄纐撫醗臓
繍麓鰯繍繊雰裟蕊鑑讓雪触れ…。

次は鋪5原則の仙桁沈制の湿化であZ,。之は掘亜に對

要があるのであって’昨年七月経済安捷十原則同十一月しては現行迩質I!i･;IW.脚の公』定捗繊となるが，脈価主義の
賃銀安定三原則に引綾き，途に奮臘ﾂL原則演施の掘令に～

、不合理w峰内包する現在の俄桁慨系は他の陳則に基く企
よb吾經濟安定計識は燕基本歴!iを明確に指示されるに柔.DIﾖ主化と共に徹然蒋凋繋は不閲J避となるであらう。
至った。

然し11耐胤整が徹底しなし'場合は共隈腱に於て湘迩界は低

譲鯉鑿1繍鳶震難三思管賊迩"怖榊'に割沁むことと漁ら;。
最後に軸1,"2↓輔:{lli(則による!il政ぐ雌全化の間

に其前提條件龍る園内侭制の難航に主眼がある那珍充劾、池がある。蛍易墹強従il'心と←'､る笈定經淡狩継合的に趣
に理解する必要がある。之は謹演復興の一両弱小企業の・誉ﾘーるヤーポイン,､は財政"没質的lit全化．ごある。灘，
整理と言う苛烈な両があり,之に側きって經濟五ケ年就.班騏1ﾘによる支出Jj引締ぬけ船舶煙醤獅に針ｵ･るil端金J)
は修正を要する段階と噂つﾅﾆが今海浬に就て九原則を1I'削減となり之は従って迩擢緬自魁T･合劇!化と共に蹄船料
心とする新祷勢を検討.しずで見よう。への影灘が識測せられる｡一之は四月以降,批怖切換にII(

2九原則の内容と影響って修理徴の墹商が企業のｲf立寺危胎に瀬せしむる倶れ

九原則を大別すると先ず第6,銘7,節8原則fよるがある｡更に亦節3II;(I!Ia』鋸鋤引術必は甑愛企業たる胸
貿易生産の稲鼠を主軸とする各蔽莱の生迩墹加配給整術迩には影欝は大きくないと思はれるが錨舳式閣嘆金融貴

は一般的に緊締り方例に側ぶ輔らう。
が ある6i

3j<迩課乃現欺之Iこよって蜜易構理の操作を政蒸し，峨出批易を鮫大
〃

限に振興するために，生産の墹大と剛紛のllil滑化が必要 蹴って海順界寿見るに他*難に比し後吐的左鯉興遼示
となり，海運企業は，國丙熾塗は勿揃鷺易物式楡逢の柿-j-liR況であってﾉしli(!!1に洲瞳ﾘーる'三は#il#IWノ蝿|YMj'"."
助手段として充分なる活用力期待される。即ち之は外瑚＝であるが先づ』切瞳矛把撮･)･･ることが胤鞠である。即ち
肺船新船建遥等峻術,脂力の同鹿を手初めとし外資節維rl･吾施通は他ゾﾉ産業に比し戦1W)j｣･Wj2は鰐しいもの
易量の増大等の観鮎から外航配船力惑速に遡上にのぼるがある。鱗)!i<)00蕗煎凝越ｼた苦鮴I靴〃↓状に於て5分
であらう。此面からは明るい見透しが立つと恩はれる。の’’’30蝿總噸腿皮に過ぎず，賀的に7剛{職標舳c

f
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残餘の在來勝'ﾊ老齢柵が多く，礎勢力は戦前の10分1

のと推定される、

2次に吾緑亜は瀧業分野の有機的述墜を|測る．と共に

貿易の表裏一{笹たる柿助寵業昏あって，蛍易物資の個滑

な楡詮は瀧蓮無くして期し得られない。叉現在CIF

便絡の平均2制に及ぶ蓮賃話吾澗迩が擬漁する事は其外

資節約が更に貿易溌振典せしめるであらう。

3．更に現在の禰迩職制は船舶蓮管會による而播戦時

統制が依然として設侭されて居り，照なる船臘貸鼎矯で‐

あるに過ぎない浦迩會而上と索複する職の下に，非龍準

一的な蓮誉を行って居る。

4均衡能力の回復

一一適正規嘆外航配船優秀船の建造

外國傭船一

以上瞭かな如く九原則に對虚する爲には吾海逮は安定

諏滴に於ける弾術乃取れた能力を急速に同復しなければ

ならなL､､。前述の如く吾賀易振興には流通が不可峡であ

って，先づ自立政罐に作ひ援助される物責や愛易物安の

輪公を逐次或程度否掘亜に撫征せしむろ蛎力乖要な問題

になる。外航配船はこの角腱から椛池されねばならな・

・ぃ。勿論II砿の段附圃ま外航職勝は諸々 の制約を受ける

が,何等かの方法G上の如き旋迩楡出が達成され』事が
外責襲得と貿易振興の絶對條件である。

か坐る前腱に光ち安定經濟の質易物餐瞼遥擁常を控｢｜
に計趾しても外航250幽噸を蕊し，之に治)股150繭噸を
加え400醜噸保右識力凌臘とせられる。之は衡情と耕し

L,祁庭がある課でここに1膳価と悔迩制限の緩和船腹墹弧
が要諦せられる｡然し乍ら此船I蜘孤には約20CO億回
を蕊し，喪本蓄稜も無く寅村も不足する現状では外卿
船の懇請力靭定的措霞として必要とされる所以である。
勿論之と併行Lて優秀船を建遜する堺は必要であって

遠洋斑易に從事し得る商ﾔ'・能風船級合細臘の建迭に飛卿i
が麓かれるべきであらう。之が爲には船舶公閣復金融資
は閥民經濟的援助として僅先的な虚理が望ましいことと

．なる。

する方式に逵に編噸せねばならない。 、

此鮎四月一日より狸施されんとしつLある定怖切換郡・

ち船員配乘と船舶保修の船舶符理業務の船主への返還は、

企業責任制に一歩を踏尋ﾒ､出したもので能率的な海運界の

邇 誉が 逐次 期待 され る。 ・

完全なる民誉は現在Q迩剛瞬呰料が原償主義から債値’・

主義へ韓換し適正な邇貨怖船群の秩序が|蝿される事が
前提‘となるが，此限度に於て現行の運誉會システムを中

心とする海運界への補給金制度は適正迩誉の設定と海運

努務の安定を相互關速せしめつ上解決されるべきもので
ある。即ち補給金の減額は運誉會を合理化し運賃を適正

化して初めて政策の一個:性を見る課で共急速なる整備が

望ましい．

=‐
6企業の合理化 凸

一賃金安定擬制雇飾の整理

賓本蓄稜一

前述の如く原則が期待するものは賃金安定と擬制雇怖

の切捕を主とする企業の合理化であったが，沈蓮企業は

現在の虚純船主に止る鍵則鵬階にあって運航業務は依
然として蓮管會にある。從って一企業としての完全な合

述化は民瞥還元を前提として完成するであらう。
然し乍ら蛮務還元により逐次企業責任制に韓換する場

合に先ず擬制雇怖の問題がある。即ち海陸員共一部整理、
せられたものの船舶の壊滅により棚對的に過剰の感を呈

/
するが,繩鍵篭,外國傭船等の襲衡脂力の同腫に依っ
てこの問題は寧ろ船腹増弧の要件と理解し，極誉會によ、 、

る暫定的待機制度等により適切な維持方莱を必要とする
であらう。

か上る海上勢務の特殊性に關速して賃金淡定も考瀧す、
･べきであり劉一的な賃金ぺー ｽを排L特殊勤努に相腰し
い能率的な侭金設定が希望される。
次に運賃怖紙料の原償才義的個榊攪系を調整して企業

の合理化蚕本蒋砿に途を與へねばなら･ない。勉大な船腹、．｜
！珊擬と低質戦標船のリプレース『こほ堅固なる費本辮積を
要する。少くも現状に於ては寅産の再評贋を基礎にして
傭船料の償値主義的調整を行ひ，全慨絡臘系が調整され
－歩を踏割ilさねばならない。右の他にに現在”走怖べ 判

一スに濁す･る修理灘の決定方法は奮情に則して虚理され～
る必要がある。

7財政の雷質的建全化一

一一遜梼曾湘締金の減額と蓮麓公図膜

金融資の確保一 （5頁に綴く）、
シ

1－－つ

〆

’

1

1

1

’ 5海運運管組織の改善
一一船舶迦鋳命の紬少民癖遼元一

次に九原則は佃々の企業のみ､ならず,一藻樂全慨の綜
合的能率ｲ時理化詮も期待して居る課で，此則i苦漉極の、
最も非能率的な運織曾制庭を速に改革する必要がある。
即ち戦時澗迩統制の残津である迩職會細脇は官僚的非

能率形態であって,各企業の斌溌なる黄任制度を基調と
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經濟九原則の實施と造ﾙﾙ界の前途

田佳雄圭
口一

４

一

－我造船業は敗戦後，産業設備管闘の閉蛾に件ひ船舶公次鮒で相當引琵の可能朧があるので，大燈50蔑噸の船
一園が設立され，公團，船主の共有方式により綾行船73紬を建;甥-る邪となり，ここ2，3ヶ年の辛抱で我遥船
隻，約283,000重量噸の完成を見，叉平時貨物船100隻所は殆んど全部その平術能力に復蹄することは不可能で
約？9'’000重最噸が建造され，そのため貧しい乍らも殆はないのである。そこで業者もこの間厳底的に内部を整

‐んど全部の造船所が門戸を閉めずに今日迄持鐡し來つた理し，身睡になって能奉の向上と原個の引下げに蕊全の
のである。しかるに，今同經濟九原則の資施と単一爲替努力を柳ひ，歯を嘘ひしばって持ちこたえる緬蒋が必要
レートの設定を間近に控へ，從來の所謂製造原侭主義側であると思ふ。
緒より繩晩して國際船恢水準に靴需せせざるを得ない事職照一爲藤ﾚーﾄ設定の話があり,吾々は350岡を
になったが,業麩して如何なる目標に進むべきかにつ‐-艦の目標として目下外風船引受襟定の;鯛↑所の見俄導
いて-言のべて見たいと思ふ°門家の調査を求め，その線まで原価が低下し得るか否か
御承知の通り，我國の造船施設から見た平時の新造船の問題につて眞刺なる調査作業を行った。

建遥能力は,80数萬噸と云はれて居るが,この数宇は船

繍の建遥に謝し"喪金,識獄，勢力響が鐙鴨順調に噸，撫鴛?鰯繊聡欝噸鰯
運んだ場合に於てのみ可能の数字であって,我國の現状

から見たここ鍵ヶ年鋼農ヵは儀粂"鱒頓"至鋤蕊轌製鰯翻繍醐鰯鑿藤
萬噸が關の山だと思ふ。この弛船能力に對し,24年度は 一ゼル貨物船が欧米の貨物船諸漸然引離し,立派な成綴
約23萬噸の内國船と，約10数墜の大"外國船が建迭を翠げ室居たのは割鑑であるカミ,敗戦後の今H日本への
せられる事になって居り，從って23年度の内國辨15注文が果して信頼出来るであろうか，叉建遥｢,,内観でも
萬噸と，諾威補鯨艦2襲，約’’000噸の外國船詮建迭’起り建迭ll'止になるおそれがあるのではないか等の不安
したのに比L餘程前途が明るくなって來て居るが,現下一が手傳って,若し日本鐸艘を注文する場合ｲ晩はニュー
の經濟状勢から見た場合,船閥の昂鰭がたたって黄金miﾖーｸで戦立て職き,愈々船が完成したi噺噸を支郷
で行きづまり，この達成は仲々容易たらぬ様に思はれふ事にしてはどうかと云ふ擬な意見もあった位で,第一

・ろ。そこでこの際念迩に能率を向上し，原侭の低下を計同引受の外國大趣箇々慣は兎角安くなくては先方で注文
り，我國の新造船々側を閥際価絡水準まで持って行くたして呉れぬのである。それで第一次の外風船は戦後の日
めには，集中生産方式壷探るべきである士云ふ議論も一學本遥船の見本船の意味で引受値段も安いのである。しか
部には行はれて居り"若しこの方式力課用せらるる事に蝉一次の外國船の成演が梁れぱ引鐡き注文があるに相
なれば競争力の弧ぃ造船所のみが生残り，他の工場は閉蓮ない。其場合には引受弗船便も英國船悩の’制引位迄
鎖するの悲境に立到るのであるケと思はれる。は上げ得るのではないだろうか，叉声方途船所に於ては
しかし我國の海運識船復興5ヶ年計誰は終年度までに見本船であるから充分W暁を菰ね立派な船を作る必要上

總計155萬噸の商船新法が豫定せられ，この計懇が侭現館1次船は割高になるが,外國船建迭の呼吸を芥玖込め
しない限り日本は輸出入貿易額の約3割にあたる海上蓮ぱ第2次の外圃船からは祁常原個を切詰め得るではない
賃其他を外國船一本に取られては，日本經濟收支のバラか。この弗船便を上げる事と，建造原価詮下げる事の2
ソスは永久に探れないで，いつま'でも米風の援助を受けつの行き方を併せて老噸し，2年Iﾐlにやっと350閲し－
なくてはならない事となるので，24年度23蔑噸を皮切1､附近迄行けると云ふ見込がついたのである。しかし鑑
りに，以後毎年5萬噸づつ墹加し，281鯉には内剛テ船業は約3〕0種の線合工業であって，悲船所だけの占む

物船だけで40萬噸の建鎧が識定せられ,外瞬硲も努力る分野は原償の3剣に過ぎないので,其他は總て關連産
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． －鯖暁〔造船〕－

業の發奮に待たなくてはこのF1的は達成lu来ないのであ極カエ那費の減少に努力し、叉工員敬に相鴬する仕事が
る。若しこれが不可能の蓬，H所は喰って行けなくなり，ない場合には日総の6割5分の「アイドル手篭」を出し
やがて閉鎖の運命に逢論する外はない。。、蹄って貰ふと云占様な苦境時代を恩ひ出すのである。そ
この問題は単に外幽船だけではなく，内國船も同滕での峠代と今後の遥珊割輔を考へ合はせると，今同は値段

ある。假に5次船以降の新造船の標準{W格が決められるさへ安く出来れば仕事は相常期待し得られるのである。
にしても，從来の様なこれだけかかるから仕方がないと全從業員が原償切下の一雛に全力を集中う~れぼ決して悲
云ふ所謂原佃哉慨格から一歩を踏み出じてここまで行掴の要はないのである。‐
かなくてはならぬと云ふ努力価絡が老へられるである 戦前日本の民間識間所は軍艦が3割，商船が7割見営
う。作られて居て，軍艦建造には設諦こ工作にあらゆる研究
私は第1次職洲大戦後，海運界に世界的不況が襲来し．努力が桃はれた結果その性能は優秀であって’その餘波

我海迩界も400蕗噸の船腹中8丁蔑噸力響識され，誰もが我商船の建遥にも波及し世界の覚識を博したのであつ
新造船を造ろうど云ふ人がなく,年間瞳かに4萬噸位のた。

述遥丑しかなかった時の造船所の苦しみを今でも想ひ起私は敗戦後の海龍なき今日，その分野にこの際外國艘
すのである。樹時は經誉者も工員も愛に一生懸命であつの建造を誘致し2.書､これを技術向上の目標として最善の努
た°新造船を取る矯め船主に對しては船の賀に於ても，力を桃つた暁は，内閣商船の素質も從來の職標船橡式よ
値段に於ても出来る限りの勉弧をやり，激しい競黍の下り完全に鋤じ,最も優秀な經濟的商播の現出を見る事
にやっときまったとしても，それは原侭をl制も2割もは疑ひなL,事を確信するものである。

切った赤字仙段であった｡以上の目標達成のため,全員總て從来の闘零意識より
工場としてはこの赤字を克服するため，各二唾l海に弧離脆し，經費の節約，能率の向上に漣逃せられるならぽ

行撫算を荊鯛て，この.磯算内で必；雪收める強ぃ認識の下我遥船界の將來は洋々 たるものあるを信ずる次節である

にあらゆ る 手 段 藍 蛮行した。資材動ﾉJの節約は去ふに及（造船工業會〕

,ぱず一枚の紙も裏迄使ひ，サイレンの.吹鳴時間迄短縮し

戸一一一一

（3瓦より）

一

、前述した如く安定經濟の迩衝は一に國家餐本融資たる 8結語
復金融費を含めた眺蕊の財政の健全化である。維職以来

以上九原則の海運への影響と對策を素描した。海運との加愛な財政を再建し財政は經濟箆典に合間的的に便の
1割町ぞ計らねばならぬ3j「ほ瞭かである。～して吾經濟に貢献する木來の機能を發揮する爲めに，再
然,_乍ら復金融蚕,補紛金の雌縮は,佃絡膣系の改訂簿要する部面は多々ある｡民誉燈制の確立'奨衡謂力

調整が必要であって，図際繩濟の一環としての侭糀磯系の同復，企業の合理化は提本目標であるが，之等の再編
へ極力鞠寄せず_るとと力哩ましぃ。椥聯金ほか上る侭絡成の途上に於て九原則の震施せられる事は前述の希望的
臘系を正常化する過曝に於ての設獅定的に考慮されるべ観測を吹飛して，苛烈なる影響を海運界に與へるであら
きである。 う。放漫企業弱燈企業は整理必須となり第一次大戦後の

吾海運もか上る苛烈なる九原則の要求を甘受し急速に状態を恩はせる事無きを保し難い。最悪の場合の嶮討を
既に述べた各合理化への撫換を行はねばならないことは辮にせられん事を願って掴筆する。（24－3－1〕
當然であるが，一方に於て，九噸11ﾘは継濟鹿興に貢献す一

る企錐に付ては近熟融寅を融想して勝り．海運企業の如 （18頁より）

く企業資燭1庇が雌立されて居ら-ず，竣衡箔力も同鹿しある。これは私自身の仕事であるが,私たちの船底塗料
て居らぬ産業には特別な配噸が望ましい。四月以降一定njの毒物をいくつか利用した所，大いに有効なものが見
期間は必要なる定期怖淵料を與へ企業的破綻を防ぎつ上luされるに至った。
蓮貸等の改訂と共に自立鍾航に移行せしむべきであら

船底避守るための生物との戦Ikまだ綴かねばならぬ。
う。更に船腹擴充に付てば急速大醗の間僅の篤めに船舶この問題に船の龍峰に關心ある人々の注意と伽]が集め
公團の助成機能と復金融資の確保が重要な對策となる。られん事を切に望んで止まないp(千葉鰐大教授〕

－－－5－－．

ノ I

､ざ で

､

ｰ

、

一 ・ご

､

｜
’

’

’



●

1
、

ノ

一

､

0■

1ノ

ー 一 ”
垂

ー

－ 船の科學一

線というのである。日本内地の水路測量の際は陸地測量
一

辱團1"*.〃軍鍾部の三角測丑の成果を基線として使用するが,三角測量
の成果のない所では所謂基線測避を先ず蛮施する。推諜

ノ

ネ路・測量測迅は測逓の雑木であるから極く精蒋に測定する要があ

蕊§

一船舶ｹ蛎上を航行し或は港溌に職白)ｱるに常って海岡角形の3つの角を決定し未知の他の2遥、長さ即ち測瀦
の必要な率は衆知の事資である。 ．間の距離を計算寸一るのである。このようにして全麗域の
では海岡とは何か。之は水路測量の成果を胴l示したも測鮎に於て測角を行い値の知られた1邉をもつ迩當な三

のに外ならない｡それでは職測吐とはどん邸業か次角形を作り,順次全唾或に及ぼして奇IIﾘ軸間の距離を計
に簡単に述べてみようと恩5． 算するのである｡

〔ロ〕海岸線の測赴水路測鐘は之を大纈世形，海岸線等の陸部の測通と水
一深底痩等の海部の測遼及潮汐潮ﾂ領海海水の通勤の観測海岸線の出入りや，岩岸であるか砂演であるか等の峡
とに分ける事ができる。勿論之等は相關逃して憧施され況を測定調査ﾘーるのは即ち岸線測逓で，之を迩施ｲーるに
るものである。筒どの外に海水の温腫,比礪,藤分職低先ず海岸線に沼うて目標諸設ける｡普通は迩當なIH"
測定する海痢秀も艇ぃ意味では水路測逓の一部といつに悔岸の岩石を祠次を以って白く塗り'妙演等で通常な

天然物の無い所では木材等を白く塗ったものや旗標壷立て差支えないと思う。

’1水路測壁は絡戦前迄は海噸名水路部に於て渡施していてる｡そして前領で述べた測鮎で三角椛成のための測角
たが，戦後は迩職省のﾀ胴海上保淡獺水路局が引散き蛮・を行う際にこの白塗りの仮'標をも同時に測定するのであ
施している。次に水路測並の方法の慨要をのべよう。る。，

そして三角測瞳の成果を圃示し，交曾法（數鮎からの
水路測量の概要’

方向線の切合いで位澄を定める法)ぷこれ等白塗り標の
紬の通り水路測趾は陸部と海部とに先ず大別し;更位置を決定する｡これ溌線でつなぐと概略の海岸線がわ
に之を下のよ､うに細別する方法一般に分り錫いと恩?・かるが,白塗り漂の間の細部は海岸線を踏査し六分賎を
(A)陸部の測量（ｲ〕三阿測瞳(州･韮辮!lﾘ壁）以って必要な測遥を行い'或は十典竿や巻尺を使用して

（ロ〕海矯辮III通距離を測り細かに決定するのである。
（ハ）地形測並（ハ 〕 地 形 測 遼 ′

、

(B)渡部の測殻（イ〕潮汐の観測、日本内地は勿論その他地形剛のある所定はこれを利用
〔ロ〕永調111通（附底賀洲釣するが,水路測吐に於ては船舶の航行,碇泊のロ標とな
〔ハ）‐潮流測吐る瓢普なものは建造物であれ天然物であれ，その位置を

(A)陸部の測戯Qイ）三角洲lit(CWム喋線測吐）測定侭l示する事が必要である。地形I剛の無い所ではJIﾐ板

辱蕊辮髄繍噸灘雲恥鰹盤＃拠癒驚搬調腱襲鰹訓縦慧
る測黙を設げ，こ”11鮎の柵征關係uljち方|剛と距離を測測定し山脈の状況を雌記する程鹿とする。
定するのである。しかしl1Z"物差で師離を測定*ること(B)海部の測逓（ィ）潮汐の"III
は勤砿不可能な話で,ごこに三角測泄の必要力起るので 何虚の海にも潮の干滿のある事は海演に生iける者の

墓鑪難鰯麗駕篭鴛理難蝋:磯隠雛瀞鱈蝋裟鑿
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底質の調奄は測深の際鍜睡の底部に壷付油をつけておき
海底に達した際そこの物質が附蒲して來るので之により
砂とか泥とか或は岩とか詮決定するのである。

、

（ハ）淵職制I垂

船舶が浩耀詮航行し-と危嶮にあうのは馳在のように全、
剛に測吐が蛮施されている場合は，未知の暗礁等による
．IFよりも潮流のW罐が良く知られていない爲による事の
方が多い。それで瀬戸内海や#蝿蛎峡等では潮汐測量の
み専門に礎施した郡もあるが，若通の場合でも一通の観
測を行うのである。潮術!Ⅲ辻には浮標を流し柴之に追従・
しつ上その位置を測り之によってその流速や方向を定め．
る直陵の方法と，砿泊L－こ居る船で職述儀を使ﾊ1し，フ、
ロペラーの同郷数によって流速を磁石の作用によって方
I則を定める方法とがある。上記の方法を連謝りに行って、：
流潮が時間的lご塗って行く事も解るのである。

めるには先づ基準となる面を定める必要がある。我國の
水路測避層は最低低潮釘（略々一群低い干測ii)を蝉(世．
とし之を濫本水噛、と呼んでいる。然し潮汐の現象は所
によって異る。即ち潮謹〔干滿の差〕潮畭(干繩の時刻）
は至る所で逢う。このため潮汐の柵111力;’峻嬰となるわけ
である。

潮汐の卿測には醗潮半（|:|朧板）を海'|!に立て,5分

熟↓照蝿淵墓鵜耀欝脈り

て瀧水の上下通勤獅準自記させるものと“を利川し
たものがある。ガ“を利'11したものは#制lに設伽が出來
るから現庄では砧んどこれを他「llして述縦郷IIﾘを戒施し
ている。一ケ月にわたる述繊僻111の絲果から潮汐、調和
分解という計算により韮本掴輌を決めるのである。
（ロ〕水i"l1ﾘ趾〔附底質澗そり

水深の測定には時刻と位澱の決定が必要である。位瀧
の測定は耕迩六分儀を他剛し三職雨殉法による。三黙雨
角法といぅのは遡滞の位悩にある三FI標A,B,CのAB,
BCの2‘jを同時に測れIその測定の位涯Dが決るわ
けである。次の岡解によって剛聯されたい。

測量成果（海圖に就て）

前述のようにして得た測量成果は之を整理岡示し筵所
詔悔岡や作製ﾘーる。即ち悔側は娘初述べた通り水路測量
め成果を岡示したものに外ならないのである。
水路測遥は荊合狭ぃ睡域を限って蜜施され諦尺芯夫燈

5萬分の1以上で，港湾水道では1蔑分の1以上の大尺
一度によるので，前述の三角測量の計算も平面三角術によ
り岡示の方秩も測逓原圃は平面剛である。然し之が刊行
される場合は柵長岡法によって図示されたものである6
漸長l剛法というのを簡蝿にのべると經緯課は何怨も直線
で表され而も經度の長さは何虚も同じで，緯度の長さ侭
商純度に至るに従って漸次長くなるのである。その割合
は經度の長さが高繊度程短くなるのと略同じ割合である
II上界各國とも海I剛には普通この岡法を採用して居るが，
之は船舶が海上を航行するに雷つ吃この圃法によって圃
示封したものが使用上般も都合が良いからである。
船舶が或る継灘から他の池漣.､航行するには最も安全

で而も經濟的な航略を淫ぷ事が大切である。それは#iam
，により課め之を定めるのである。叉航行中自分の位置を

一

時刻は測深と11時にII"l･により

記錐する。測深の際位寵決定に使
川するため識め前の三剛11世で決
定した測卿iや悔搾の白途り採及瓢

、

蒋な物標を記入した測掴llの岡板をﾊl意･j-る。宮刻……~”‐‐
さて深さを測るには綱心一端に鮒雄を附けて海底に下瀬良l剛法というのを簡蝿にのべると經緯課は何怨も直線
ろし綱を眞海にしてqmまでの長さを測る,のである。然で表され而も經度の長さは何虚も同じで，緯度の長さ催
し之が麓施に噛っては色々派夫誇蛎るのcある｡漉い商純度に至るに従って漸次長くなるのである。その割合所では普通細い丈夫な聯索を仙川し，索には半米毎にマーは經度の長さが高繊度程短くなるのと略同じ割合である
ークをつけ鮒遜が漉唾に達した際施に深さが解るようにII上界各國とも海I剛には普通この岡法を採用して居るが，
してある。15米以上の深さの所では普辿鋼斑彩仙剛し，之は船舶が海上を航行するに雷つ吃この圃法によって園
ルーカス測擬器浄)IIいゑ。ルーヵス測深器は鋼汲を巻き示封したものが使用上般も都合が良いからである。
付けておくドラムと,鋼線の進111の長さ誘炎ﾘー指示器が船舶が或る継灘から他の池漣.､航行するには最も安全
らできている。500米位までは大魁とによって測定出来で而も經濟的な航略を淫ぷ事が大切である。それは#iam‘により課め之を定めるのである。叉航行中自分の位置を

筒深い大洋に於てはシクスピー測深雛を使川.じたので知り果しそ選定した嘘の航賂上を航'瞳して居るかどうか
る。

あるが，現在では需響測梁隣が残還し殆ど凡てとによる誘州Iるにも海|剛に災らねばならない。船舶賊航行中自分
状態ざある。現在Gは繼海ﾊjの将響測深鱗も陵達し，索の位瞳を求めるには・六分隣をもって海岡に記戦されている僻物を測り，前述した三洲i4j絢法によるか或は雛針・

を撫轆戦繍繍懸聯錫倫憾ゞ ”鋤搬の"鰭刈…に襲って……瞳
のｲ耐を調べて改正し,測繼の'蟠りによって潮の改正を裸の兇えない大洋.Gは船舳iま天懸観測によって自分の位
行い以て基本姻輌よりの深さとするのである。識を求める郡はいうま､Gもない｡以上極く細;を述奄な
船力樅泊するとき碇場を定めたり，霧中で測深しながが誹細は水路局G質してほしい。（海上保奨臆水路局）
ら航行する場合底憧を知って居る事は非常に大切である。（註）悔岡に就いては次號に掲城致します。（編集部〕
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||、日本海運の求めるもの
I

吉田、糀顯

|卜
IM rこれから漉鍾は良いでせう」

海趣業に關係のない人たちかこういう･事をきく。それ

‘も軍なる質問ではなく，湘蓮面はこれから良くなるとい
う観測を心に霊いていてきくのだから，自分はそう考え

｜鑿篭繍鰯篁窒薑鴛
る者は，この様な簡明な訊ね方をされるとはなはだ答え

｜難いからである。
だが世間が，日本の胸蓮はこれから良くなると考えて

いることが間違いだとは私も思っていない。確に日本の

澗蓮は本年あたりから建直り出すだらうという豫想はし
ている。

／

昨年の秋頃から矢つぎばやに報ぜられたアメリカ政府
筋の日本輕濟復興計遜I:i'に日本海蓮を或る程度に皮典さ

、

I

一

しているが，これは共産主義者の理緬を耽會化の説明に

も毛いる者の言嵯である。
國識iﾖ運力蘂えることはない。生氣なき漉迩になるか

謹溌懸切噸驚職#響頚職懲
味するタイムチャーター制えの切りかえが去年の秋から

さわがれていて，まだ蜜現しないのは閲がゆい話である6
切りかえの聾用に對する迩管曾側と業部!Iとの考え方に
喰ぃ違いがあり，その讓弊の盤得が行きつまっているた
めだ。

しかしfこの剃鋤もチャーターレーヂでせり合はず，

蓮航貨務も断會社にまかせて運賃を自由にして･しまえば

簡箪に片づく話だから，問題は何故タイムチャーター形
式に捕われているのかにある。

タイムチャーター・システムを民醤還元の第一歩に操
川しようとする考えは，沈運を図家の必要に應じて動か
寸揚合の便利を確保せんがためである。だがそのために

必要なのは船舶運醤會システムではなくて；民間におけ
る自醤海運を國家目的に鯉じて迅逃に使用し得るという
システムである。GM.M.C、と稲えられるシステムが

適歯だ｡-このシステムなら國家の補助豫鄭は極庇に職減
するし,､業者の採算經誉を基礎とした運航の能率化も確
保出來るという4》のだ。

維戦以来.船舶運衝愈がC.MM.C・の宥板をかか
げと来たが，船舶亜誉會をC.M.M.C.と．よぶことは
ご童かし見たようなものだ。

C.M.M.C.すなわち民間商船委員會は図家|胃|的に必
要な，商船だけを蓮徴するための統制機關であればたり
る。なにも全朋舶を借り上げて蓮醤しなければならぬ筈
はない。從って,すべての肉M紬を民間の自誉に移して，
船舶運鷲會を本営のC.M.M.Cに改造すればよいの
である。そして女イムチャーター制えの切りかえの狐職
が大きければ大きいほど,C.M.M.C.の新設と民間自
替えの切かえに對する飛躍の兆候力譜しくなって行く。
そしてこの事は日本悔蓮にとって望ましい喜劇に1園-．る
だらう。

せようと土る職種的な意圖が見られる以上，これは鱗然

一豫想される事だからである。
でも日本商船嫁の僅典は無制限ではないし復興の仕方

にも大いに制約があるから，海運の前途に大きな夢を謹
む ●

くことはまだ早い。
含

ドレーパー使節剛の意見書Gは，日本商船隊を350寓

噸に同復させようという考えが盛られていたし，總司令

部もそれを支持する意見が狸いようだ。
一

また，日本商船嫁の復興に反對するアメリカ湘迩業右

逹も最近では日本が必要とする登易物蚕の輸逢に間國船

を雷てる程度の商船隊なら許してもよいという意向を表
朋した。

これ等－速の瀧迩堕興案は，日本海蓮が近く札|當避の
′船腹識f砥し，恋つ外洋に出ることも出来るという豫想

〆をL,だかせるに充分だ。「海邇はこれから良いでせう」
と云いたくなるのも無理はない。．

しかし日本沈遡動:今のような國家性の弧い海運，つま

り船舶運醤會機桃による統制澗蓮のま上では復興しな
い。極典は是非民瞥企業としてのみ涌溌になる｡_この歌
は漉迩の自由が確傑されることを陳理とするからだ。
船舶運醤會の解臘が燈近具魁化しかけているが，その

方向に反對する者が晦蓮の賦會化を叫んで國醤論を主張

ノ

I

しかし’それはそれとして，民間業者が目替えの喜び
一一。8－－－
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の中で考えねばならぬのは，外洋え出る日のことだ。に自分をかり立てようと勇み立つものがなL､。技術陣の
日本船舶150萬噸。その中で外洋え向けることの出来人達にしかもそれが多いのである。これは自分の經験と ざ

る船は少い。妓近の新識“ﾀ畔向のものはほとんど建知識に拘束されることが多いからだ。 ●

悲されていない。事宜、醗成の技術者は愛際の仕事に捕はれすぎている。
3,000噸級から4,000噸級の船も，タ群え出るには不多少の創意工夫がこの人逹の中からあらわれはするが’

足が感ぜられる°外洋は7,030噸級から1蔑噸級が採算それは少いし,その工夫は極めて稚識的である。
的にも好まい､からだ。無論技術の進歩にはこのような努力も必要に相連ない
從って,外洋を望むなら大蛾催ということになるがが,進渉は時に飛躍が必要だ｡今日はその飛躍が穂こ要
日本の船會i辻はその用意がない。結局ﾀ個船を蹄船する求されている時だと思う~・日本技術が函際水準を下廻り
こと以外に手がない。これに追いつくのに時間を多く必要とする現在，その誼
ところが外幽船となるとアメリカのリバテイーより脳つき方は自分の飛躍を多くする以外に方法はなLPからで

船の對象になるものは兄當らない。でこれを借りることある。それだのに既成の技術陣にこのような飛躍を期闘・
になるのがおちであ.る。、し得ないとすれば’私達はこれを何虚Iご求むべきか。こ
しかしリバテイーは使いにくい。使用不能という意味kにおいて私は,-一般人の創意に求めたい。ことに若き』

ではなく，採算が取りにくいという意味である。といつ人達にこれを期待する。、，．
て採算のとれるまでに船を改造するには火挺だ｡結局一しかし,砦き人達がそのような工夫琴蒲想をたくまし
時しのぎに借りて,新識皆をその間に造くって収りかえく働かせるには海運や錨舶に對する關心が誓及していな
るという行き方を取らねばならぬだらう。・け3&ぱならぬ。
だが，新造をやるといっても，現在日本で造っている．そのため，日本の海運は若い人達に海迩を親しませる

船は決して能力船ではない。これと点--ｲ'寺しのぎのもことが川喫だ・
のである。1鯛『思想は普及しなければならぬ。だが從來，滴事思
こんなことをいうと識普所あたりからしかられるかも想の普及という時には船舶翼員を得るための普及が主鐙

知れないが，日本の造船は設計的に進歩が遅れている。をなしていたようだ。船員を得るためにY蝿『思想を普及・
設計を輿えられるなら池るという程度だ。戦時中は進歩するのもよいであらう。だが’それよりも大切なことは
しなかったためである。ことに法機面､び技術は遺憾であ若い人達の傭熱が海運の根本をなす船の能率化に向うこ
る。これは職緬から遅れていたのに，戦時II!鐙の生産にとである。
向って硬の進歩工夫をストップさせて来たため，外図の「瓶迩はこれから良いですｵi」という一般の考え方は，
水準からは著しく下廻っている。金力;も.うかるという槻鼎iから出た言葉だが，その企のも庫
そこで，これからの船は，ことに外洋を稼ぐ船は新しうかる満蓮を更にもうかるようにするには'今のま上で
い工夫によって改善をしなければならぬ。は駄目旗のである。タ慨澗蓮に伍して行くことの出来な
工夫の中心はなんといってもこれからは速力である。ぃ海運なんか金がもうかりこないからである。
軍艦のような速力の出し方は砺船には禁物だ。燃料の消最近船舶科畢の研究が提唱されて来たが，船舶糾畢の

、

我を増大させて速力を増したり，被俄赴を削って速力を範函は言葉のように棚蝿な内容のものではない。船を對
墹す方式は問題にならぬ｡そこで船型をもつとも能率化象に撤がるこの科學の領域は鋤馳機の面だけでも鋤
して速力を増大させる工夫,推進力を墹加させるためのの職があるし,運航の面にも多くの科學知識を必要と
船尾孵迭の工夫，このような黙に工夫を加え，新規を護する。ガ錘ほ礎に一大綜合の科學臘系を基礎と､している。
兇することが，これからの技術的な關心事でなければな從って一庇若ﾉV§その知識に對する糒熱を海運の面lこ‘

注ぐ･ならば，その知識慾は識きることなく科學の野を駆
らぬ。

だが技術の改善を要衆し;新い､満想を求める場合，けまわるであらう。
私はいつも想うが，既成の技術陣がどれだけこの言葉に船は美しくなければならぬ。みにくい船は．世界の海の
耳をかたむけるかということだ。皇I調lを損うからである。船は能率船でなければならぬ。
なるほど,技術の改良や,新い'蒲想が進歩に必要だ商船は通貨を獄･ｸ:ねはならぬからであお・そしてこのよ
という理窟だけは誰もが反對しない。またこれには耳をうな船を造り，それを運航することが若い人達の負うべ
傾ける。だがそれだけのこと活，誰一人その工夫や着想き責柾なのである。〔日本海事新聞細集長〕 f
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音響測深機の現状と能力向上について（二）

一

箕 吉純一

（東北大駆砥氣迩傭究僻所）

〃

〃 、

i)叉船底を如何に洞Lて行くかは迩接棚察lil来ない。試
験水梢に於ける船形の模形試職でも氣池の謹腱や通勤は
:州似期に從はないから棚くられないし，洲f劉弘Gも氣泡
は必要ない問題>よので全く棚くられていない｡それで差・
鴬りは測深賎の蜜漬や船上からの肉眼剛察から推論する〃

より汝方ない。

このI1的で本年8月17日から2114まで背函迩滞辨
に乘って卿察を行った。然しこの期間は天候が良過ぎて
!:l的を充分達することは出来なかった。ただ8月20日
節八青函丸で青森から1堀鯆まで航海した際’東風G波浪一
が3程度になったとき反蒋記録がi分間に約13回かな
り規則正しく途切れることを卿察した。船荷に行って波
のX合を見ると彼の函突は1分に201劃位起るがその巾
には小さな波もあって熟泡が發生する同敷は大磯13程
度と思われ，反轡の淌える同敷と略々 ー致した。た壁3，
程鹿の蒻い波であったから果して5rnの吃水まで潜る
かどうか,.又氣泡鍵腹の場所が船の中心線の左布3～im
附近であったから氣泡が邊受波器の下に流れ込むかどう
か多少疑問に思われた。それでもつと波の肌る冬季に出
iiZして行って襯察を行う識りである。鈍八育函丸の邊受
波器の撤迩は船両から31m,中心線の左右13mであ

Iる 。 / j

多数の鵬逐艦や巡洋艦に磁歪式の測深機逢装附した成
績を整理した結果を元悔瓶技師河村利夫氏から附いた庵
によると波浪の影翻は始んど受けなかったillである。そ令
卜て前方から全長の1/卿乃至'/6の位置に卿1けたもの
が最も成績良く，速力縛舵によって反響が消えることは
無かった。次に良好なのは前方から！A1附近であるがこ
れは鱒舵の影謬は受けた。ﾘﾙﾘより前は少し悪く，，Aiよ
り後方になると段々 に悪くはなるが念に悪くなるもので
はない。これらの船は吃水は5～7mであるが'捕悔艇
〔吃ｲ<3～4m)でもどんなに荒れた海を走ってもその
ためIこ反櫻力衲えることはなかった曲である。青函連絡‐
船は吃水が5mもあるのに波浪に對して敏感なのは船
形の相遡とよると想像している6通絡船は貨車を秋むた

凸

めに上部が船首近くまで幅が恥､から船首部の繊勵面は
水線下に於て上方が非常に開いたV字形になっている。

4．反響消滅の原因

a氣泡の吸llt反響、消える原因は船が走るために

生ずる氣泡!こあると繁者は考えている。水'i!に極めて微

／量な氣泡ｳ:含まれていると超藤波は完全に遮罰されると

云っても良い程で，その影響が極端に激しいので繁者は

′5年間に豆って微底的に研究した。水中り氣泡!こは幽噌

．に逆比例する共脹周波数があって共振する超需波寄最も
狸く吸收する。從って吸收には氣池と水の確砿だけでな

く氣泡、大さと周波数との關系が膜維に影響する。一例

‐を示せば，直僅0.12mmの氣泡ｳ轆俄比で15×10-5.

だけ存在すると1.5kcの超喬波には10cmで10dｺの

減衰がある。これは強慶が'/Inに低下することである。

確殻比が同じでも直經が0.42mmだと15kcに共振す

るから更にずっと甚しい吸收がある。

b賛列の考察船’庵が船荷まで平らな上り剛1舟艇で
‘は船底の何虚に遥受波器を鍵附しても走ると全く反櫻が
‘出なかったことがあるが，船首で水を切る時に出来小氣

泡誠船底を全面的に流れるから超雷波が吸JMさｵi,てしま
うと考えられる。との船“暹受波器を船底から突出さ
せたり，舷川から垂下装肺すれば走る影響をﾀ謡挫ど受け

／

なかった。

F形標刺蝿の筌荷、場合は船首が浮上るから上陸剛舟

。，艇と殆んど似たような状態になるであらう。

・背幽迩絲船や鰹鮪船叩うに荒天の場合に限って走航
の影響礎更ける船では，波が船首に閲炎する際水が高く

跳ね上って水中深く落ち込むI聯に空氣を吃水幼深くま
垂引込z人jそれが氣泡となって船底へ浮上って来ると考

えられる｡この氣池幟船底に沿って流抄亡行き遥受波需
の直下を通るだめ超蒋汲舟吸收することになる。
平懸な場合や荒天でも停船lI1は水ほ左径高く跳ね上ら

ないから落込む深さも瀧く避受波器装伽位涯まで莱池が
達すること･はないが，波浪が大きい径又高速になる程氣
池は深く潜り反謙が消えるようになる。又遡風なら波に
激突することが少いから被害は少い筈でこれも礎例と一
致する。

以上のように現象は説明出来るが氣泡がどれ位深く潜
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そのために水を左右に押分けるより下に踏み込む傾向が邊受波器水棚は長い鍾管を斜に切つｲご普通の如く船底外
板に熔接してある｡超善波の貫通する鐡板の鈎度が大き狼くて氣泡が船底に滑り易いと考支られる。

青函速絲船の對紫としては遷受波器の位巖を現在よりい方が員迩の際の損失が少いことは理論的にも知られて
ずつと前方に移して'/10～!/6に装附すれば良いと思う。いる。館一の位澄が良好なのはこれも一つの原因だと思

、

船首で跳ね上った水と共に氣泡が5mも沈下するにはわれる。
數秒を要するからその間に船は蝋10m進行する。したが2602曳船の第4第5の位置では旋回中消えるだけで
って船荷の船底はつねに氣泡の無い新しい水のII1を進行なく或る速力になると消え更に速力が上ると叉現われる
．するからその部分に詮受波器があれば氣泡の影謬を受けこともあった。 一一

ない筈である｡氣泡の謹生場所や流れる認器は充分確かd.聴舵の影響鱒舵旋同唄に反響が消える質例は極
められていないから前方の位澄が必ず良いとは断言出来めて多いが，賞用上は大して問題ではないらしい。然し
ないが，現在考えられる限りでは最艮の方法であると恩速力や波浪のために消える原因を確かめる有力な手掛り
うざ‐~ になる。

旋回1l1消えるのは船が斜に流れるため，水の流線が船c装備位吐に淵する澄職海耶では戦II#Ii'一つの

雛鱗辮駕篝隙駕撫:潟轆轤縦麓藍驚鶏繍轍
第3表の通りである｡山水丸の成繊の反響の強さとは端ない｡逢受波器を左右舷に分けて装備したものは左旋同

～

〆

｛

一

の'I1心腺と或る角度を生じて船蔵で發生した氣泡が平滞
と異る場所を流れるためと想像されるが詳細はまだ分ら
ない｡逢受波器を左右舷に分けて装備したものは左旋同
でも右旋同でも同様に淌えるが,片舷に両方を装備した
ものは一方向の旋同だけしか消えないい例がある。左舷
のみに装附した青函翻雛北見丸では左旋同即職受披
器が内側になる旋同では消えて右旋同では消えない由で
あるが，他種顛の船でその反對の質例もあるらしい。
e其他の氣池による消滅推進器は水面から室氣
を吸込んで氣泡を作るの承ならず空洞現象によって微細

､気泡を發生しているのが普通である。後進の場合はその
氣泡で反響は完全に消える。航跡の氣泡は糊諭長時間残
るものであって，本年8月Iこ節八青函丸で經鐵したこと
であるが,舵角30。で一旋同して元の航跡に戻った吟に
反響は約12”弱くなった。一旋同に要したl聯間は約6
分，距離は約2kmであるから，仙船に綾航する場合丁
度航跡に乘ると先行の船との距緋が1km以上あっても
：柵常の影響を受ける筈cある。曳船される場合直後を進
むと反響は完全に消えるが舵を取って繊力職に外れれば
反響が現れた蜜例もある。
高煙の船では推進器だけではなく船艘外板の細かい凹

凸（貝殻やリベツ1－の頭）のため空洞現象が起り癖1I氣
泡が出來,､船尾に行く程氣泡の塗が珊加することが考え
られる。然し世腿陞の空洞現象は秒速121n以.上でないと
設生しないことが模型滋鹸から推定されるから現能の日
本船では考える必要はないで拳蜘う。
然し左程高速でなくとも術大きな突起や外板の繼日の

段があればその後方に渦が出来，その渦の'I1に前から流
れて来る氣泡が測ることも考えられるから遼更波器の直
前には突起物や鐵板の繼目の段が無いようにした方が安
全であらう。

|隷霊繍輔蝋 成綾

2釦f曳
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第3表装怖位慨に閥する黄嶮成紙

幅器と記録器との間に抵抗減衰器毬ﾍれて反響力鞘える
まで絞ったI噂の赦衰器の讃みである。鋤(deci-bel)の

数は苦の弧度の比の對数の10倍であって30“は雷の

強度比が1000,20d6は100なることを示す。0鰯胆il

ち停船ﾄﾄ,の弧度は装肺位腫だけで定まるIものでなく遥壁
波器自臘や髄線D長さ其他の不l司の影襟を毎Fものであ
るから面ちIこ位世の良否を示すものではない。各位樋に
於ける速力の影響を主として測定したものであって，銘
5の位澄（後部）以外は速力の影響は剣合に少い。
此の二つの疫職は汲靜次な海匝iで行われたから波浪の

影瀞は調べられていない。吃水は250メ曳船は18m,

、
一

武

山水丸は2.1m蕊度で何れも船首尾殆んど塗りはない。
前方の第1の粒濫では船底外板が念傾斜しているが，
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5ドイツに泌ける装備位這の基準

瞬諭からFイツ蚕嶬窒受波器は前から全長の'h晦丘
で，キールの中心験から0.5m以内に装陥することが韮．
準になっていると陣えられていた。

日本の賓例さ＆1ん附近は大濫良好であるがそれから
相當外れていても左程悪くな．らないし，中心腺から0‘5

m以内ということは賓行因難であるし,0.5m以上離れ〃
ていても必しも悪くなることも無いようである。

叉ﾊﾝﾙゲの試験永糟で模型試識を行って位置を決
定するという粥歸患記事があったの定駐在武'1苫に調蚕を依
頼したが詳細は分らなかったという話もある。氣泡の問

題は模型試職では分らぬ筈であるし，船型學の椛威者に
教示を仰いでも，模型試職で何を調べるのか分らなL,と
いうことであった。一

前方から]ん及びI/10附近は普通の艦の般高速力で舷
側の氷面が高くなる位澄である。躯遜艦巡洋艦等の多数
の賞例でその位置が良好であったこと及びドイツで'A＄

・を推奨していたことから水面の高くなることが何か好ま
しい條件であるかも知れないとは統計的Iこ推論される。

然し何故そうなるかは現在の魔説明が付けられない○

中心溌に近付けた方力整いということに理窟諾付けれ

ば，船首では氣泡は中心腺でなく左右に或程度離れた位

置に渡生し，氣泡の浮力のため多少左右に搬がりながら

後方診、流れるから中心腺附近には氣泡は存X馨ないため
とも云える。

6反響湿度測定

速力や波浪のために反響が消えると云っても，元来反

響が強くて記録が濃く出ていれば群易に消えないし’元

來が弱ければ僅かの氣泡の影響屑消えて測深不能にな

る。徒って反響が消える問題を調べるには反響の躯度を

測定しなければ話にならない｡

a＝青函航烙に於ける測定此意味で本年8月20日第
八背函丸で測定したがぞの結果は第3岡で速力は約11
節であった｡_測定の方法は第4侭iの如き簡単な可鍵抵抗
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錐 4 岡 ｛
■

減衰器を塒幅器と記録器の間に挿入し，反響記録が~丁度

消えるまで絞った吟の減衰器の識みを取った。この讃み、
は丁礎消える弧さに比較してその吟、反響が何“強い

かを示すものであるから相對的の反響強庇である。或は
反響の消滅に對する餘裕と考えることも出來る。
第3岡で12時から13時の間及15時から16吟の

問は右舷約89．の方向から風を受け3程陛の波があっ
て反響が途切れた力撮も弧い時の強庇と鍵動D幅を示し
てある。16時半頃短時間弱くなったのは一旋同して元
の航跡に乗づたためである。

、

、
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錐5圖酷

第5岡は反響弧庇と水深との關係を見るため窓I通した
もので，反縛握腱が水深の自飛に逆比例すると假定すれ

、

ぱ破線の傾斜を持った直線上に測定職が並ぶ筈である。
此の例Gは50m以上では大鐙左様見倣しても良いよう
である。50m以下の測定鋤は函館港附近に於けるもの
で,浅くなっても底が泥深くなるため鼠反響は殆んど獺

日手さU1

隼3岡

ｰ
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、；くならない。10m以下で湿度が却って弱くなるのは發線の傾斜祉持っ種線を引けばそれ力翫度Od6の水平線
振香で増幅器が過負荷して墹福蝕抵下し,それが恢復を切る深度が最大可測水深である｡この直談は水深が’
するのに約10ミリ秒，水深に換擁して7.5mの時間を加倍になれば迩騨:2Mb低下するように引けば宜しい。 で

要するためである。港内では除りに淺過ぎるのと多くは底が泥深いため}こ
乎臆“の出口で反襟が約"‘低下しているのは海此の荊碇は行い得ない｡それでI屡噴が砂であって波鍵の
底が念傾斜しているためと考えられるが,その傾斜は水少い水深20m以上の繩まで出動する必要がある｡全
平距離1200mで83mの水深珊加だから角度にして4．風の主要港や造船所附近に適當な試陶煽面を選定してお
に過ぎない。海底では歓傾斜面と云ってもその澗庇はこぐと，梗利であらう。世際繊濱港や長浦港で試駿した經験・
れ位の.ものであることが多いから傾斜のため反響が弱く讃､､話では,港内Gは反癬が除りに弱いので測深磯が使・
なる影響は大したものではなく，それより底質が泥であい物になるかと危んでも沖．､出れば立派に反響が出た由.i

である。
る影饗の方がし著しいらしい。 8故障に就て
第3岡で12時過ぎに明瞭な二竃反響が現われその間 現在日本船に雛附されてい郡上種の測傑磯に故障が多

隔は10mにも逹した。海岡溌見ると底硬は泥であるが

繊罐裟繍縦塞と駕雁縦蓋羅練鱸驚慾鑿職鰯撞。、’り,終戦鍵睦劉緋の悪化した時期の製品が多いからで
れたのであらう。

第5岡を見て反撫弧陛が水深の自乘に逆比例すると假ある。現ｲEの製品は改善されつ上あるが，終戦後D工業
潅窯ぽ"や瀧帳"雌"剛"約鋤0m以上にな､蝿侭II:l:-縦に概して"聯零あり澗癖に"…儲
ると反響が出なくなることが謹想される｡此の型の測深の大部分が信噸性GD低いものであるた心憲速には故障の
機は；伏態が良ければ2000m位までは測溌可能な筈であ絶熈な機城は望めない。

轆鷲黙:轍撫鰹織臘‘'麓麓繍鑪職蝋蝋鴛W灘
可測水深をもつと上げることが出来叉波浪其他によると考えられるのは無理のないことである。使用審側に筆
氣泡の影響を受けても反響が消えることは少くなる筈で者が特にお郷』し度いのは故障が起るのは仕方がないと
ある。但しそれには限庇があって極端に珊幅度を上げる諦めてなだめすかして何とか'蝋かせるのが使用譜の腕だ
と雑香が埼幅されて認灘が汚れ，雑書よりずっと弱い反と考えたり，反對に役に立たんから止めてしまえと考え’
響は知り得ない。然し最近の疫例.竃は雑雷が記錐に現わたりせ･に，工業界の現状に同附を持って，機械の弱黙
れている船は殆んど無いようであるから墹堀庇を上げてや改良すべき黙を製造巻に通報して故障の無い使い易い
f館眉を良くする可能性は充分ある。珊幅度を上げると發機械にすることに協力して瞳き度L,ことである。9結言
振直後の残響香が強く記錐されるから浅海詑測る際には
増幅度を下げなければなら伽ぃ｡そのために謹旋の際墹 以上國産測深磯の現状を詳しく記して，必しも浦足す

噸度を下げて徐々に恢復させる自動抑制の方法を採川すべき)伏態でないことを明かにした。政燕簸に就て見通し
れぱ手で調整しないで濟んで便利である。但し此方法けの付いたものもあれば付かないものもある。速力波浪郷
英國へソリーヒユーズ會祉が日本の特許を坂↓っている。舵によって反響が消えて測潔不能になる原因は大腿寛溌一h

、‐は付いたが，未だ碓資ではなく，従って對策も自侭を持、
ち得ない。筆新自身撫會ある毎に乘船して資況を観察或7最大可測水深の推定

測深機章装伽した後或は修理した後果して何mまでは夜職し鹿いのであるが,そｵl,には限度があるので,測
測深出來るかを試嶮し度いのであるが，船をそのために深機に關係される燕組員共他の方々から經職や漉糒をお
深い海まで動かすことが出来ない場合が多い。瀧海の弧知らせ-ドさることをお願いする。それによって原因がは
い反響の記録の溌さで見常はｲ､l.くが独河内に祁症は1M來っきりして来れば對紫は然るべき各方面の鄭門家に考え
ない｡

て頂けると思う。、
．この椎淀を行うには底使や波浪の状態の鰹〈ない水深 此端号は各方面の方々の經職意見，情報を集め，叉
20m以上の海面まで船を出し，反智迩庇の測定詮行うの種々の便宜を鯉えられて自分で観察した結果によって作・
が~案である。測定眠度を雛5画“5に整理して,破ったもので,その御好意に謝意を表して総ることにする。、‐蓼
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一船の科學－ ミ

船無きに由りて甚に歩邇に苦しむ。其れ諸詞に令
のり雲

ちて船舶を造らしめよ』と仰せられ，伊豆閏がよ

景船材を出す事を知られた卿i'天皇は此悶に命じ
て船を建迭させられたとある。

我國k代
一

の

海､上交涌
｡

0－ （二）

文献に表はれた船

_k代の日永人が如何に船といふも,のを雄rIrした

かと云ふ事は船を「浮蜜.lと呼び,"'攻は「・鳴磐磯
とりの､､わく．

樺船｣(日本諜紀)側之｢ｲ湘拾｣(古恥記),或はゴ’いね<すふオコ

「天鳥船」（古郡記,11本諜紀）全呼んだJ1劫』らも』
解るであらう。とLに「烏」とあるのは飛ぶ，蝿の

如く疾<走るといふ意味で川ひら血た芙孵で動り・
叉曙」とか「石」とかいふのもその堅牢さを識到

′

えた一種の美榊である。

、蚕た日本謝己によれば卿1I'天皇がｲﾂI豆馴に命じ
丑

て造らせられた船は『輕〈浮きて疾<行く事馳す』
るが如く』であったので郷野と名付けられたが，かるい、

後に人計上って橘野と呼ぶ様になったとあるが古琳
記は之を仁徳天皇の御代の聯とし『,!と擁〈1j〈船
にぞありける』と記してﾉ‘”，また脳祀の逸文
は|司じく仁徳天皇の御代のこととして『姓の迅き
とと飛ぶが如く，一縦にして七腿を趣ゆ。よりて
速鳥といゑ．。ことに於て朝夕此の船に乗りて卸食
に供へんが鯛に此の井(明",駒手井)の水を汲－．つ刀も

む｡一旦御食の時に堪へ歩，より-c歌を作jも止めろとむ

むo其の歌’住の江の大倉向きて雁ぱぱこそ
速鳥と．いはめ何か速鳥』等と記してゐうq.
此等から上代人に於いても'／堅牢であることは

勿論必要であったが，矢張り疾く走る船が特に薄
ばｲ1,船を讃へるには一般に疾〈走るとい.き,意味
を表はす形群詞を多く〃jゐたといふ事が推察さ”
るo

右に述べた船il"lfは日本諜紀によれば，進水以
ぅ側-有餘年官船として重用せられたが，漸く老朽′
して使用困難となったとき次の様な多彩な挿活を
残して其の姿を消した。

三十一年秋八月洲卿に詔して日はく，官舳の
名枯野は伊豆岡の貢れる船茄り。是れ朽ちて川仁て土づ

ふ･るに堪えず。紺[,ども久しく官月jとなりて，
功忘る可から歩c何してか其の船の名を絶ゆる

･事なくして綴に僻･ることを得む。
何といふ美しい物詩であらう。之は皇室が船に對
し限りない愛惜の怖を寄せられた物語であるが，

一

､

木村､俊夫
可ｒ

ｌ

⑤

一

、

船姿尊重愛好する心

前節に於いて考察した船の或る種のものは古事
記や日本譜紀の物語が形成せられて行った時代に
於いては既に姿を消し或は忘れちれてゐたかも知
れない。然し或るものはまた斎跡己に見える種疋の
船の中の何れかと同一の系統,頭に属するもので
あらう。さう言ふ事の比較老證も意味の無い事は
無いが考古學的遥物によっても，赤記紀の文献に
依っても，営時の船の姿を正確に復原して考察す
る事は極めて困難な事に厩する故之を術略する郡
とし本節に於いては専ら文献に表れた限りでの船
を考察する事としよう。

海を愛し海と離れる生祈を逢って居た古代の日
本人にとっては，海上交通の要具としての船は叉
極めて奪重すべきもの，愛好措く能はいものであ
ったに相逮ない。日本鍬己記赦の刺'話に依れば’
夙に海峡を越えて朝鮮半島との間に於ける文化の

交流に力を致された素美鳴尊は，波荒い海洋の交
通に堪え得る船の必要を痛感され『國に浮賓勘ら
余ぱ未是佳也』と言はれ，鬚緯を抜き散たれて

ひ庁

杉とし，胸毛を抜き散たれて槍とし，尻毛を披と
し，眉毛を鶴穏とされたとある。またそこで其等

く寺

の木の用途をそれぞれ定められたのであるが，聡

に『杉及び椛樟，此の雨樹はもって浮費と爲す可
し』と言はれたとある。崇而l'天皇は船の重要性を

弧調せられて『船は天下の要用なり。今海遜の民

Ｉ

、

I
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■
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之に答へて諸國が船を奉ったといふととも亦一般

の人だの間に船に對する愛着の’隣が深かマた事を

窺はしめるのに充分である。

船の種類

上代の日本人は船を此の上なく愈覗し，愛好し

た｡従ってﾊﾙに開する傳融や物誘は非常に多く蕊
って居る。それ等に依れば，上代に於ける船にも
極めて多くの種獅が存在して居たことが分る。刺！

代史の初頭に物諦られる「天淨濡_|を船の一種と
兄たり，素菱鳴奪が新罹から11窪に渡られる時に
用ひられたと言はれる「城土船」（日本号I柵)を識
用せられた船の－種と見たりする堺に就いては些
か問題があるが，イjl･非溌，イ"fI1}鯨が蛭兇を生ま

れたとき，之苓「誰船』に乘せて流されたとい貞一
物語や，或は『老翁即ち蕊/)'i!の玄櫛を取って地

に投げしかぱ,抑ち五楠竹林1こ化蔵しりぬ｡因りて
い患へのに刀､姉f

其の竹を収りて,-kll施篭を作りて，火火出見妙
jI1kめ”こ

を徳の中に内れまつり，脚に投九まつる』とい造・

海幸l1*)物語に開ー る1･1*,喋紀の祀赦等は，既

に述べた浮寅の物‘諦或は磐榔楠冊の記事と共に，
夕

欝時如何なる船材が川ひられてゐたかを示すもの

であらうo応虫

尤､&嚴密に言へば城土や錐や白蕨の皮で在jlln

きの船が出来るかどうかといふ聯が問題になるが

之に開しては喜日|貞吉|巾士は，荊生眼に浮Jをつ
ける手段であらうと青はれ,Xl41戯ゾ〕皮の船は一

つの｢お伽噺帆材｣に過ぎなかちうと言はれて
ゐるが，之に剰しI呵村眞次|聯士は埴-k船を，今日

b

鵬維江等に見られる『大きな難を深山淨ぺ，それ
の口を折って其の上に水穆縦撤に細み合はせ,荷
物などを世き，共に乗る』（人類學先史騨腓座｢先
史時代及原始時代の水上蓮搬典｣)，さう言ふも§の
であったらうと言はれ，また錐ﾙﾙを今日蕊濁に残
って居る竹排Ytek帯”)"に比せられ,又向蕨のIと
の船を維舟に比せられてﾉろ(｢雁史と地理｣’四
ノー九）が，竹をもって船とか筏‘とかを作ったと
いふととは考へられる郡であり,炭た勤物皮や植
物の皮を維ひ合せたり巻きli'ilめたりして，所洲船
の形を成さなくとも水上変通の逝共とした了！『は'1
本蓄紀やi蕗葉鑪にも見えるし，又今日さう言冬船
職Mひて居る所もある。gIIち日本書紀に"

、

、

ノ
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●

－ 随笠一一 ’
是に天皇両を望すに，数十の築鹿，海に浮き

みそなは 房、

て來り，便ち播燐の鹿子水門に入る。天皇左右
十薮は

に認りて曰く，其れ何なる藥皐ぞや。互海に淀
，きて多嬉永ろはと。愛橦左右共に観て奇ぶ。則

さわ 毒し

ち使を遥して察せしむ。使背至りて見るに,･皆一
み

人な'・'1胸縛ける鹿…以て衣服と罵すの｜
み・．…･･是を以て時人其の岸に箸きし所を雛け

て鹿了割k門と日ふ｡凡そ水子を鹿子といふ涙，、

議し総め飢心時に起愚。‐｜、

とある。救命胴衣の如きものであったであらうかao

又茂葉集にも

あぢさは虫．妹が目かれて敷妙の枕も渥
拳

かず櫻皮源き作れる舟に眞梅貫き吾が
かに上 げ

傍ぎ米れ侭･･…

とある冠1”ﾕらしても，白蕨の皮の船の存在を軍に‐
「お加噺的題材」と否定し去るわけにも,行くまいc
術瀧jfあまl)ことの穿蕊に陥りすぎたが然し何と l

言っても肢も鯨ばれ最もWひられた船材は杉凶捕
の雛である。

以上は船材に何をJI1.ひたか，といふ事を主にし
て老察した･のであるが次に形態溌主にして槻察を＜
試みよう。日ｲ耕紀所i帥榊話に出て來る熊野諾＝
乎船（亦我は天鵠㈹は如何なる形状のものであ
ったか知る111も錘r,が，履仲天皇が『雨枝船を稚いわ

余市俄池‘こ淀べて，皇妃と各分れ乗りて遊宴たま
灘.(日本諜紀)たといふ物諦や'垂仁天皇が『尾
､表の剛津虚三促杉を二俣小舟に作りて持ち上り
来て，倭DIIiillli池，紳池に浮べて其の御子を率て~
遊』占邪記)ばれた‘といふ物諦によれば随分奇抜
な形をした船も汚案され愛1Ijせられて居た蕊が分 ワ

るo

では右の如き船材･や叉形鰻をとる船は一鵠どの
1kの大ぃさを持ったものであったらうか。前述し
た捌{:や白蕨の皮の船等はその材料からして大ぃ
さは極めて限定されたものであらうが，楠や杉を
材とするものに至ってはさう言ふ制限がないから
その必要と技術により秘めて小さなものか．ら相灘
大きなもの迄ある。｜ﾖ本譜紀ｲ'l'哀天皇の條に『五
箇枝擬水を抜収りて，。九零船の舳に立てN@･…』、

、

とあるが棡儲大きな船だったのであらう。また前
述した船輕野は之よりも更に大きく’日本書紀に．

5 －一、一、－1 5－ －
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ｐけ
４ｆ

ａ 昔考筑後固の御井川の渡瀬甚<庵く，人も

畜も渡り難かりき。遊に磯衝)天皇巡狩したひ
ひし時，生葉山に就きて船山となし，高擢山に

就きて梶山と爲し，船と途り術へて，人物を浦
賀渡しき。因りて亘理郷と日ふ。

何れも徽時日本人の素撲な精i'iIII生活を表現した微
笑ましいものばかりであるが，斯る船に因んだ地
名傅碗や読訴が古典'/)'|!に多く見られるといふ事
は古代人の生活に於いて船がin要な位置をII了めて
ゐたとい倉.事の諦搬であらう。

船と信仰

,古代人は船を非常に貴晒した。それは水上交通
になくてはならぬものであると同時に，水'三に在
る時はそれに生命を托す′るのであるから船に對す
る氣持には極めて敬虐なもの，宗教的なものがあ
る。従って船が刺'蜜として刺Iに捧げられる事のあ
るのは別に不思議はないが,･鮒陸國風土記に見え

。よれば長さ+丈あったと言ふのであるが，古事記

では直接此の船の大いさを示す代りに；.それに用
／

、ひた水の大いさを以ってしてゐる。即ち

一高樹有りけり。其の樹の影，旦日に徴れぱ

淡道島に逵ぴ，夕日に常れぱ高安山を越えき。

・風苣l郭逵文によれば之を

朝日は淡路鴫を蔭ひ，夕日には大倭島根を蔽
哉

土．

と記してゐる。兎に角鴬時としては驚異に値する

程極めて大きな船であったに相遠ない。常陸剛風

土記は次の様な記事を掲げてゐる。大繼営時の大
型船の限度が察せられるであらう。

溌避に流れ箸ける大船あり，長さ--1r五丈，
潤さ－丈餘なり。朽ち椎れて砂に埋り，､今猫迩
れり〔淡海の肚(天智天皇)に，悶覚ぎん遥はさ

生

むとして陸奥図の石城の船遥をして大船を作ら
しめしに，此に至りて岸に幹きて即て破れたり
と詔へり]｡

船 に因む傳読

常陸閏風土記に見える長さ百五一卜尺の船の記録
は，朽ち樅けてはゐでも現証に鍵存してゐたもの

の報告であるが，既に街時，全く傳説化せられて
ゐたものも少〈ないのである。我荏はそれを多く
地名傳説や読話に於いて見る§卿§出来る。例へぱ

柵蝿風土記に見える引船山の名の起りは次の通
，りである。

近江天皇(天判)の世に，逝守|厨，此の閏の幸
．となり，宮の船を此の山に造りて，引き下さし

／

めり。故"硯片引と口ふ。

．またl1l雲風土記に見える船岡山は
阿波枳閉委奈佐比古命の曳き來隅ゑまししルル

則ち山と化れる是れなり。故九船岡と言ふo
との傅読をもち，また肥前図風土記に見える船帆

の郷は

（景行)天皇巡狩したまひし時謝氏人等畢りて

蒋葉の船に帆を蝋げて，三根川の津に参集ひて

・天皇に仏へ奉りき。脚りて船帆の郷と日倉.。

jといふ様な詔れをもってゐる。ことに見える「落

葉の蝋とは如何なるものもあらうか,知るII1も
ない。同じ肥前岡風土託は迂理郷の條で次の様な

事を記してゐる。
－ 〆 〆

ｈ

る次の如き物語は極めて典味深いものがある。
古老日へらく倭武天皇(日本武奪のこと)の

･lltに，天之大而11,中臣匝狭山命に宣りたまはく
今の耐の御舟は’．．…侭狭山命答へて日さく，
識しみて大命を承りね。教へて跡む所無しとま
をしき。天之大洲.味爽復宣りたまはく，汝が舟
は海の中に睡きづとのりたまひしかば，舟(D主
’”て見るに，岡の上に在りき。又童りたまは
くう汝が船は岡の上に世きっと宣りたまひしか
ば，舟､D主因りて求むるに，更潅の中に在りき。
此の如きこと巳に二三のみにあぢ余･麦に蝿b
‘脇堺て’折に舟三盤’各を長さ二丈除なるを避らしめて,初めて献1き。

〆

6

また碓津閾風土記逸文には
可

昔，息長足比涜の天皇(卿功皇后(Oとと),筑
紫の閏に幸し給ひし時，諾の祁祗を川遥の郡心
内の紳前の松原に集へて，職隔を求ぎ給ひき。
時にこの帥も亦同じく來り集ひて日ひ↓-<,｢野
も亦護佑りまつらむ」といひて，価りて論しま
つら〈は,｢吾が住める山に杉のｲ<あり，宜く伐
り探りて我が爲に船を造jLo7-なはちとのﾙﾙに
乘りて行幸し給は瞳，幸禰あるべし」といひき。
天皇，すなはち祁の教へのまにまに遣せて船を
誰らしめ総ひ，との脚の船にて（24頁へ）
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には銅や水銀（正確には雄一酸化銅，錐二酸化水

銀)を入れて生物に對する毒作用を發鉦さ進てい
るのが現在の唯一と言って良い手段なのであ．る｡、

所が寅際には色凌問題があってこのペイント一一

いわゆる船底塗料の改良が今な語軍要な仕塀とな‘‐

っている。何しろ庇い海を．走りまわるのであるか

ら，水との摩擦ではがれもし．叉入っている毒物

も溶け出てしまうようなペイン1､では困る。叉餐
イントとして作る時に作りにくかったり，塗るま・

でに鍵化してしまうようなもの，或は塗るのに特

別の方鰯雲るようなものや,塗る人にも作る人、
にも'i!毒を起したり，皮膚を痛めるようなものは

いけない。現在の銅や水銀はこの鮎で決して最適
のもの宅域ないのである。そこで何とかし~Cこれ

より秀れて慨も迩當な然も川来れば閏崩p蚕源で

作れる錐物，そしてこれに.苫.さわしいペイントが

欲しいという事になる。．

それにはこのような§,鋤やペイントを探し＄て
・る研究方法が大切である。今.Gも行っているの嬢

繊仮に調べたいペイントを塗って「いかだ」にっ

るして附蒜生物の多く居そうな場駈へ没し一定期
間をおいてどの位生物が職<かを見て是の効力を、
定める方法である。この方法は次のような妖餓が

ある。鋪一に生物が鵬ても礎捺漬いてくれて，そ、

の上効果が出たものか，それとも飴めから何かの

洲背で清かないのか，或は全く生物が少いため清
かないのかが，はっきりしない心班がある。麓際

やって見ると同じペイントでも効果が二つの仮で

遠って出･てくる。第二に鐡恢やペイン1､の寳材が

たく山要って，多繩類の材料を試騎するのには,と．

ても経費や手間がかかって困る。蛎三に時期に制

限がある◎毎年6月～10月,1kが生物の活動期であ
るからこの時期をえらぶ郭と，試聡期間が長い事

である。舗四に説瞼管理がむずかしい事であるc

迩徴な湾や入江を選んで亜い費材を運び海に浸け

て群,と出かけて行くわけであるが，大抵は覗吻や、
ペインI､を作る現場とかけ離れているから容易な
事でない。そして8～9月の鼬風襲求期には「い

かだ」を流したり，鐵板がと.j-#L合ったり，切れ

て沈んでしまうという憂き目を見る事もある。
年一回の試騎であるから心配は一通りでない。

17 － － － グ 、

船底を
己

守 る 科 學
｜ 、 も

密木高一明

シラミを温存させている人は少くも戦前ではご

く総卸>人でしかなかった｡それが戦後澗埼のそ
れも思いもよらぬ人の肌にま．‘擁.g､するようにな

って，いかにも政戦闘らしい現象として，私ども

を嘆恩せしめたものである。この思い出を思い出

たらしめたのは礎にD.D5T.と，そ.#Lを豫防醤

蕊的にl二手に使った組織のおかげである索は誰で

も知っている脈であろう。このD.D.T.の發明

者のI｜'心人物ミユーラーは雌近ノーベル叉蛍の築
審とかち得て科學史上に不朽の名筵IIきめる班とな
ったが，私どもの衣服や農作物を食い荒し，'鱒染

・病のなかだちとなる害虫はまずこれにより退治で
’‐きるようになった。

私どもは色をな生物‘と戦わねばならない。未州

の時代や地域E･猛峨と戦っているように。だがそ

の子殿徒文化に§-さ.わしい＃:|學の粋によって，私

どものより.良き生7,斤のために鰐となる生物を遡ぃ
はらい，除き去らぬばならない。
船という人巨切な交通手段にとってもこのような

褥敵がいる。それは船の底に論いて船の速さをに

ぶらし，燃料を除計に使わせ，この修理のために

長い間､ドックで船を朕!らせるという審敵である。

即ち名づけて船底附満生･'勿，フジツポ,セルプラ
カキなどとし､う生物である。父,木船ではこの他
に締濃に穴とうがって，もろくさせるキクイムシ

のような癬敵がいる。

これらの敵からいかにして船底を守るべきあろ
うか。

今日まで探川されているのば船底のさび止め冷
料の上にも一つペイントを塗り重いて，附葹生物

，のつかないようにする方法である。そのペイント

｜‐ 一

１
１
１
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が思うに委せぬままに敗戦のRを迎えるに至ったc

昨年の夏5Wi'l1奈川縣三崎の東大|臨海溌溌所を痔

借する事ができて，この三ヶ年の.綬騒を従来の蓑

し責藍で再楡討して見たり，塗板に生物が職く前
、

に何か細菌や微小な生物が附くのではないか，答
イントによりその種頽も既なるのではあるまいか

というような疑問のためzi笈験をして見た。その

結果は未だ不十分ではあるが，二三の有望なぺイ

Iントが發見されたので，今年はどうしても飼育生

物による迩騒を再開したいと考えている。これ等

2竺灘鷺彗隙謁雪た…書いグ”
少じ私たちの事のみを書き過ぎてうしろめたい

が,我が國では以前から.'f城な舟砿塗料の研究技
術着がおられて色為と良いお仕訴をされていろ､b

私たちの仕事はこの大きな歩みのほんの一部分に‐
しか過ぎない。

船底を守る方法はとのべイン1､以外にないもの．

声ろうか｡大船のキクイムシ對策もペイントのみ
には頼れない。何かもつと他の良い方法が生れて

欲しいと思うのである。それはも域や生物學や化

學のみに依ら歩あらゆる専門の人垂の力を合せ又．

現に船に取つ組んでいる人/zどの力･と借りねばなら

ないと思う。

かつて私たちは，クジラの種願により，フジツ

ボの清くものと着かぬものとがあるという事から

タジラの皮でもはろうかと大笑いした蔀がある。、

然しこ＃fを笑い話にし切れない羽には，船底塗料
特許を見ると，ダイコンやタマネギの粉を入れた

塗料とか，毛髪をねり込んだ塗料などが兄ら紅る。

その効果如何は別として先人の苦心の程が思いや

られる。餘談であるが日本特許錐1雛は唄冶16

年の漆を川う船底塗料である。＝

船の敵であるこれ等の生物との戦.Gの維嶮が他
の有害な生物にも應！llざれろ可能性$§ある。その
－7つは電力害虫トビケラであるcこれは水力發電
､所の逢水トンネルの壁に巣喰って發電力を一割も

減らす虫である。科學朝日（昭細23年9ノ1）に

よると木船塗料が韓剛されて極めて有望に見受け
られる。他の一つは山梨等で農家を苦しめる日卒

住血吸虫病の病原鎧を育てる宮入貝で（5頁へシ
／

一船の:科學一

何とかして正しい，手早い，そして何時でもや

れて澤山のペイントがどしどし調べられる方法は
－．，ないものか。この懸案は，はからずも解決のいと

、．

口を見Hけ事となった｡それは藤永元作博士等(日

本水産研究所）がフジツポの人工飼育に世界で始

．めて成功した事に始まる。跡士はすでにクルマエ

ビの人工飼育をI完成していたが，その豊かな經翰
と技術を躯って,．とうとうフジツポの卵から大人／

になるまでを溌騎室内で思うようにやれるように

してしまった。ぞ牙Lは昭和16年の事である。

附着生物の中で王座を占めるフジツポが賀騒室

‘で飼えるのであるから，次はこれを使って行く方

法,･つまり船底塗料の試騒法を工夫れぱ良いの
であらう色毎と經藍を蔵む内に笠原學士等澄，ブ
ジツポの子傑をペイントの塗面に鯛れさぜる事か

ら,塗面に崎吋電てそ‘ひ育ち方を見る所壼でできる
＠

よう|こした。小さいガラス恢でやるから，ペイン

ト溝鍵吻の最はごく少しで良い。そしてはっきり
と効果が見られる。蛮騒室を暖めておけば，一年

卵との震騎ができる。その上，このペイントを塗

ったガラス板を，はげしく海水で洗う装置の中で

洗っては，．この方法で調べると効力の減り方の工
合がわかって丁度船の走った場合と同じ條件で斑
駿する事ができた。フジッボの他にフサコケム‘シ
を同じように附けて育ち方を見る方法もやる事に
した。この雨者を伽ljすれば変際の海中での附着
生物に對する効果がほぼ出てくる事が考えられたダ

、からである。

,こうなれ縦いよいよ色交な物鷺を出來るだけ集め
て，どのような物が効jを持っているかを調べる
葛勃§できる。今までは除り色為な種類のものが試

堕〆騎さ〃していなかったが，ようやく系統的に調べる
手立が得られたのである。やって見ると，いくつ

、ノかの手がかりがつかめた。この手がかりの物に似

たものを笈瀦室で合成して，それぞりを再びこの‘
方法で試騎し，又これを繰返すといったやり方を
進めた。この方針はD.D.T.を十錘年の研究で
最後につかんだのと全く同じ‘ものである。そして

L

私たちも折柄の戦争たけなわの最中で，ある程度
の成綴をあげで,いくつかの有効なペイント没つ

‘かむ事ができたのである。この間，三ケ姫を経た
藩一
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ラップ等の原材料の粗悪が原因で燐，硫黄，銅、

不純物が増加し,鋼材の品震は落ちて来た。而も

逓許Dをやか妻.しくいって質を顧みなかったから

品質の低下は益袋ひどくなって仕舞った。海南島

の鱗石は有害な不純物の含有最極めて少なく非常

な良質のものであったが，至酒肋に利川ｰるに至

らず品質を向上させるに至らずして経戦となつだ。

経戦後の今日も品鷺の師I復は‘緊束なく，外國船

建造用の鋼材を得ようとすると，その合格率は極
めて悪い現状である事は遺憾千寓である。米國で

は既に船舶"}鋼材1証きな鍵化j§もたらされて居

､る事を考へ合は筵ると，・との鮭ではす史されない‘
と痛感する。

縛接が盛に川ひられる様になって鋼材に對する

要求も鍵化して無だ。ドイツでは熔接暦梁の自然
破嘆が大きな繩肋を工業界に典、た結災，閏を學

げてWeldlbilityのよい棡仮の製作を研究し,途

にSt52の如き立沢なものを作った。1939年に

採用されたSt52の化騨戎分の塊機'二限はF記の

如くである。，
0.2C,0.03P,0.06S,0.1(P+S),12Mrl,0.6Si

之収に附加し得る管もの0.4Mnj叉は0.2Si I
寺

この溌例を二,三示す．と，

浪人の寝言（三）

---鋼材のこと－

一癖接捧のこと－、

ついむこじ

鋼材のととども

元來日本の鋼材は赦鋼にしろ，高張力鋼にしろ

D"(Ducolsteel)にしる引張り弧度，伸共に，
規格に封する適合卒が高く極めて優秀なものであ’

r

h

つた。その優秀さを示すのに次の例を繁げるとと
、

出來る。911ち大正末期頃較鋼が噸80図の時無規
格品は60回であったと思うが，ある小遥船所で

は八幡製のこの無規格品(盛仔育の鎧信だけを受
けて居ないものを無規格品といって居た）を朧賀

して試騒をし，合符したも･ので海軍の難船を建造

して居た泰通があった。虎でこの無規格品でも，
、

試駿をすれば殆んど合格かる様な良質のもの許り

であったから，この小造船所では無規格品代に試

駒斐の他かな負推を加へただけの値で，規格品と

同等なものを手に入れる事が出来て居たのであっ

たo

虚が其のうちに日本の鋼には鋼材が多分に含ま
れて居るという卵が偶然ドﾘつた。昭栩の初め頃だ

ったと思う，船に打って鵬定鋲頭に赤い斑跳が甑

はれ，びっくりして調べた結果これが銅の偏析し

たものと判り，急に我々の間に銅含有量に對する

關心が深くなった:牒に記憶して居る。この銅を･含

む原因は，日本の製鋼に主として用ひられて居た

大冶産の砿石に銅が多く含まれて居たからである

と聞いて居るが，始めのI卜はアメリ．分から購入す

る銅を殆んど含まないスクラッナを加へて居たの

で，成品に對しては銅が問題になって居らなかっ

たのである。庭で銅を含む自國産のス､'ラップが
國内に循環し出し製鋼に月jいられる嫌になって，

銅の含有量は次館に増加し，しまいにはスクラッ

プの使用状況によこつては，鋲頭に斑鰯が顯はれる

虚迄に至つ是のであると老へられるゎ大東亜戦が
飴まってからは輸入も思うに鋤ﾕせず，石炭スク
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1939年以前の醤規格にはCr-Cu鋼系い

もあった。成分の一例を示すと
巳一一

また

St52
、

P

b

cr%|"1－壁I霊
0．2510.0410.02410.023
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我測でも戦争中St52式の鯛仮試製を呉の製鋼

部と八幡製鐡所で行って，種登密聡をやり大總成

功したが’維戦と共にこの研究は打切られて仕舞

ったが呉の資陰部の成品の成分は，次の通り
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八幡の成分目標は様な解決方法を採つﾏぎし斐弓のが落ちであった。
C･0.18～0.22,Si0.5～0.83Mn1,2～1'5この黙を根ｲ丘から政妙なけれﾙ笈科學日本としての

で麺を熔鯛'噸に1kgを加へるものであった。日本は興るまい。
そうして共に引張り張度は55kg/mm2,仲は』＝熔接樺の心線'こつY笥て
1Mで20％以_fqjものであった。信傾できる電弧熔接をやるにはよい熔陵棒が要
アメ』力では1943年戦手中出来たりパテ弓イーろ。よい熔陵峠を作るにはよい心線の低拾が不可I

型熔接船の亀裂破謹から大今的の諏繊鰄究を縦である｡現在外閏船建迭に使IIj出来る熔援棒は‘
行って懲接を用ひる鋼材としてはrimmedsteelは心線から自家製進をやって)Ii:る刺1戸製鋼所の棒以
notch'senSitivityが大きく椛迭用鋼材‘として不適外には無い。昔はよい搾があつ7と。三菱長崎のク

鴬であるといま総論に達し，それの少ないkilledエルベルヒ型の棒でも，播解のタムラークでも皆
steelを推奨し使1Ij鋼材に愛化を與へた。1948年ロイドの稔在に合格したものだ。海軍では八幡製急

のAB.RUleに依ると，使月1鋼材の化學成分を極鐵所･暦次の如き成分の心線を作って跣って，各遥

類に分って規定して居る。一例として厚さ1吋以船所に分けで居たが，この心線に迩溌なブラック
上が享板をとると，これはClassCとしてスを使"lして船搬は勿論，黍イラーの熔接迄出來

CO2う以内Mn0.60-0.90P0.04以内、る健汚な熔陵棒を造ってﾉ苫た。
S0.05以内Si0.15～0.30,----｢__,=

C%|Si%|Mp%|SZlP%／
の成分を有し細粒鋼でなければならないと規定さ＝

れて居る｡これもSt52と同じ<Mn-Si系鋼′0.12以下|0両〒F3"l~m以下|0.03以下
で雨者共に同じ様な庭に落ち付いたと見るべきでこの成分は臨時的にJESにもなったが,戦蒔中
あ る｡・ こういう良質のものは一般的には多量生産ｶﾐ出来

工業國家として興るか如何かといふ瀬戸際に當なくなった聖いう理｢{,のもとで崩れて仕舞?た。
つでは’基礎材料たる良質の鐵鋼の生産が先づ第、昭和22年日本規格として心線の成分が規定さ
一であるという事は論を麦つ迄もない庭である。れたが，その一種二極は大総上記の成分に似かよ
日本の製織技傭は決して悪いものでなかった。職．きったものである。虎で資i環八幡で作られた心線藍
時中と雑も研究さへすれば，良質のものも製作出見ると，銅《D含有雄が0.78％，0.85％（銅は0.2光
來たのであった｡熔接の利用は今後共盛になるで以下が望ましい）硫庶の含有最が0.()83%,009"
あらう5我濁の如き鋼材の節約をしなければなら等というものが混入するし，また均一性を､見ると
ない國では，寧ろ進んで鮮接を描く用いなくては－同じチャーヂで，

一

■

なるまv,。從って今後の製鐵がどの方向に向うぺ

きかど唖う事は恐らて自明の事であらう。製鐡業 C%|Si%IMn%|P%|S%|Cじ％

“,‘冊隈~雛|淵::謡の復興は軍に胸iの状態にかへるのでは無く，新，0.13

らしい材料がどしどし作り出される様になる事で～

ある。貧しい原料でも研究の如何によっては，よ（:〕如き分析縛果が顕はれる様なものが出来る事も

いものがIl来る様になるであらう。必要ならば良あるし，外閥船遮遊lljのよい燐嫉搾を安心して製
筑の原材料の輸入を緊念事として懇請するのも一作する堺は極めてIｲ1難な)伏態香ある。
方である。鴎を畢げて關係着の努力を希望する。 原材料の劣悪に蒜んで鵬る那礎は認めるが，名

見慧剰琴競搬聯墨蕊磯縦謂鰯墓ﾋﾆ’輝鷲淵鰹塗睾
は砂織からの心線製造もよいのではない-Gあらう

國家総動員でその解決に徴るという羨むべき事でが。統制が崇って一時心線111の線材が釘等に化け
ある。日本では問題が起きるとまづ責任者の懲罰てしま･った様な事も聞いた難があるが，こんな事
が蕊一で，發逹すべき新奇軸の芽を摘んで仕舞うのない藤合理的に種だの難産庭理して欲しい？
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熱ユー

自 働揚貨船･；－
五大湖地方撤荷積貨物船の自働揚貨船への改造に就て一‐ ．：

池田一夫謝敷宗登 〆

●

職荷(昂物の陸揚げの際埠頭の荷役設術に全く頼らずに移ると船首でhold-conveyorが船側外板に常るという
船内に自動揚街設備を有する所謂self-unloadariX,主障碍が出て来る。TransVersehopperの設計は中尭臓
に北米の五大棚沿墹こ於いて發達し準O子年になって飴識面の形状より二つの方向に制限されることは明らかで
めてこの種の大噸船の設計がなされた｡一般酌に云って一つは高い諏心による垂定性の不良と以上に述べた容積
此等の船で操作される撤荷貨物は鑛石,洞炭ツセメソトーの域少である。dimensionが或限度以上になると幅と深
である。此の種のself-unloaierの出現は從來小さな艀さの珊加はそれに比例して容韻を増さなくなる。そこで
に移された撒荷燭物を陸上の荷役設術によわて陸揚げし固定したtransversehqpperの代りになる瀧造が出来た。‐
てゐた荷役方法に大きな刺戦をもたらし,その優秀な総とす砿self-unloghd/蕾の不荊なところであった一定の
透成績により次詑に普通の撒荷貨物船を此の種のself-dimensionでの安定性の不良も;-又石炭の載荷能力が全
unloaderへと改遥させた。一載荷重量の約60%にしか過ぎない隷な不睡濟な黙も除
self-unloaderは一般配滋聞及びIF"職絞面"1""去されるので一部のself-unloaderでは剛こ掲げる様なでｰ

によっても明らかなる如く，船雛の全麓及び上甲板上にhopperの設計を有するものもある。〔第2岡）
自側荷役設備を有することからその稚造に於いて自ら一揚貨能力に關しては，護達初期の船に於ける1時間潜
般撒荷砿貨物船と異った特徴を狩ってゐる。即ち一般にり約8]0噸から最近の大X蝋の1噸閏l常り約1,8]0噸か
center-lineの雨側に對孵的に配瞳された水本のhOld-ら2,000噸程度と種灸ある。
conveyor船首にある漏斗状のhopper,これより迩絡すこの種の荷役設術でば揚貨能力はconveyorの幅の炭
るinclinedcOnVeyor叉はelevatcr,及び上甲板にこれ．さと速度のみによるものでなく，相當パーセンテージ撤
と迩絡するboonl-conveyorとからなって居り,hold-荷貨物の流動性による。この流動性の改善にはhopper
conI.eyorば二重底の上を前後lこ走り船首でhopperla-sideのgateにmechanicalfeedingの装置を坂付ける是｡

｡､

適量の貨物荊朧が出来る糠に上昇してゐる。inciined-ことで虚理出來たさ
ele,･atOrの韮部は船首穐隔龍に睦近して居り適溌な傾斜conveyor-sysLelnの原動溌として迩鯲蕊動と蒸鍵照動
をもってゐる。boom-conveyorは普通c己nterlmeよりの二方式があるがハ.一バード大學刀へソリーニ〆<ソトソ
左右砿舷‘こ約130．の角でスウィングすることが出来る教授は蒸氣騒動D場合には，逮漣磯械は船首にあり，普
様にピンジヨイントで取付けられて居りその長さは25.9遡り場合使剛されてゐる不謹濟な蒸氣磯城による熱損失
米からビ86米位迄ある。は考慰に入れなくとも，船尾の汽確室よりの長い蒸氣管
hold:conveyo瞳に撒荷を流すためには,cargoholdのの部分からの熱損失は大でありH・つその邇湾は間法迩鱒

bottomはW型の斜面となる。この稚造による容積のとなる。他面その利識として比較的瀧造力樒車で信帳性
減少は1shortton懲り23立方沢の石次石ではそう問がありj且つ蛮際D使用時間はそう長くないことも勿論
題にならないが容彼の割に籏鐙が前者に比較して鞭い石であるが砺皿鵬動に於いても最近は信細性も種明され，
淡の場合にば，その容蔽の減少は電蕊となって来る。繁雑な職も改善ざれ,その電氣的損失にも拘ぼらす蒸氣
又このW型斜面の傾斜は撒荷の自然な流下を老へれ。駆動に比較して經濟的である。そこには相當な重量輕減

ぱ震職的に決定された35度を鍵へることは出来ないのもあり更には謹隔巣作も出來るので,sys':ern全燈を甲
で艦が大型になると一屑容磁の滅少は問題となり，之の板上叉は他の希望する何庭からでも，蓮縛出來る襟に各
解決と'して種々の設計が考へられてゐる。簡単にこの容'conveyorのunitm｡上orぞ配置することが出来る。と
韻の減小を最小にするにはw型の卿を111じ長さにする云った利熟を翠げて電動蕊動を採用してゐる。これに對
こと力毒へられるが，あまりhold-c"weyorが船側にして叉次の諸黙を説明して重量懸減のために電湿蝿動を
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ader･への改造工事が始められ，翌年6月に再就航した。
本贈の主要要目は次の通りである。

全長18288米一

垂線間長176.78米
型幅18.29米L

、型深9.75米
7.852睡

錨縢極{鰯，“"菌？‐や

夏季乾舷吃水6.62米
輕甲板の臆口長7.32米

隠

舷弧（船首部にて）1.91米
1,839睡塒

瀞塔“′立方米の石の場合〕
擬織備ロピンス・コンペ奔一
載歳重量13.287立方米

Conveyor･systemの‐穀配綴は,幅i.07米,計釜撫
力1158米ﾉ分の2本のholdconveyorが貨物を雛首
方向へ詮る｡本船の場合,特に龍内容積をj職加させるべゃ・

く.holdconveyorの船首端上昇の低減を企岡した幅
107米のcrossconveyorが職方向に走って,holdcan･
veyorより42度の傾斜で66個のpanの連鎖である
panelevatprに貨物を流す。一
Padc｡njey｡"によって甲板上に鍔げられた貨物はシ

ュー1,を通り，輻1.22米,，計謹速力166.12米/分の崖
boo二nconveyofに放出され，その流出端につけてある
914米の長さのシュートを經て揚黄行程を終る。boom
の長さはﾋﾝヂピﾝから捲揚ﾌ゙ ﾘーー迄で68.58米あり
舷澄中心線の雨側に夫々’13度迄振り出すことが出来る。
貨紘鰭の孝長は12253米で在來の船艫隔壁に更に新

設された3個のス女.ウーン隔壁によって7舩鎗に仕切ら．
れる°輕荷状態で航行する時の附加脚荷水を積む爲に，
脚荷水糖が後部船船隔壁の後に作られた｡船鎗内の二重
底の高さが1.651米から0.762米に減じ，二重底頂板は
新設の垂直舷側ｵ蝿迄擴がってゐる。holdconveyorの
上にあるhopperplatmgは35度の傾斜で,35番肋骨､

の位置の前割聯総隔壁から169番肋骨の後部船龍隔塗迄
の122.54米の長さに亙ってゐる。第一船鮒内には,122
;米の幅で前部鼎離隔塗から後方5．49米迄あるtrunkが
あり,boomconveyor及びpanconveyorの羅迩胸hの
函壁をなしてゐる。
2本のholdconveyorは鰡邉中心線の雨側に債隔3.66

米でおかれ,beltの長さは279.2米で前端は559米上
昇してゐる。シュートの代りにcrOsScOnveyOrを用ひ
た結果beltlineが低下して鮪内容強が56,64立方米増

採用するのに反對してゐる技術者もある。

（1）原動機の他に發電磯とモーター,モーターとcon‐
veyorの刺|との間に相當重量の減速歯車が必要
である。

（2）蒸莱漂動によっても遥常な方法でconveyor迩縛

系統を一括すればri接迩鱒も不可能でない。

（3）ヨ雑關に消澱される蒸氣錘から云へぱconveyor

願動が禰動であらうが，蒸氣通にそう大きな差は
ない。

(4)Co正dening-turbineを川ふれば蒸氣の節約は電氣

的損失及びモーターから各減速歯車迄の穣械的損

失，溌雛氷温度の低下による損失を憤って除りが
ある。

〔5〕髄動式は被雑であり且つ原価が高い。

以上述べた様に二つめ反對の意見があるが最近-殻の
街物船に於いて甲桝I聡顛の電化が進んでゐちのでこの
問題も前考の斑動蛎動を採川する方向に向ふことは推測
されることである。

結論的に云つ垂self-unloadarは諸々の利害得失を有

してゐるが,self-unloaderの職荷容額と載荷重量の両者
に於いて穂牲を排ふことは勿論であるがそれは

（1）陸上の如何なる揚貨設肺にも依存せず，叉沿岸の

q鍔力作調iﾉt態及び作業時間に拘束されないための
荷役時間の節減。

（2）撒荷貨物により，その揚貨能力を設計し改造する
ことが出來る。

（3）接岸出來る虎ならば何麗にでも輪逵出來ること。

從ってこれは他の船型の船ばかりでなく他の如何
なる方法によっても翰遥困難な場所への輪遥が可

能である。即ち無競雫の稜荷を輸詮出來る。
等以上の利黙によI)充分相殺される。更にこの型の熊

は短距灘輸遥では荷役時間が短いので一層能率的とな
る。この鮎更に短距熟輸謹の目的に合せる爲船龍を前後
部二つに仕切りhrldconve)℃rを中央に集めて二組の
elevator,上oonlconveycrを設備して更に荷役時間の短

縮を計った船型も生れて来てゐる卵伏である。、
圏頭で述べた如くself-unloaderは北米五ﾌﾍ湖の特異

な立地條件の下に生れた船型であり従って五大湖地方の
の 、

蝋荷穣貨翰船でSelf-unlOaderへ改造される船も多く，
Ll下アメリカ汽船會賦の所闘船アダム・イー。コーネリ
ゥス號の改造の渡例をもづてその鱗造の賓際的説明をす

グ

ることにする。

マダム．イー．コーネリゥス競は,'947年'2月から
升

マニ】､ウォック造船所にて，撒稜貨耽船からself-unlo-
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加した。panconveyorは普通D鋲諺謂溌豊で貨物が､ron

backせぬようにpan,にlipがついてゐる。boCmcon-

veyorは全熔接総遥であり，材料は吊下げ用のコードが

UnitedS:atesSteelCo製のマソカソ，ニッケル鍋鋼製

で，その他は職銅製である。boom吊下げ用ワイヤーロ

ープは瞳經2.54種Dが34本あり，槻辰り用.揚寅機及

び揚卸用揚鰯幾により動かされる。流出端のｼくミエートは

b"m下部コードの下にある軌道に水平引込みうる様に

なっており,ざ個の揚箕磯により造り出す事と髄の角
度に先端を下げる事が出来る。

′改迭前の総内容蔵15.332立方氷ほ.13.287立方米に
減少しており,‘約13％を減じた｡鯰内容蹟の減少を最
小限度に止める爲の数多くの考噸が郷われてゐる。

本船のconveyor妄は蒸気躍動で;定絡700蹴動馬力，

零分画“250のskmnefp6ppetvdive,imif,ownoo
,Everse3cylindervertitalSteamengme.で，氣筒の
極は“鋸諏衝曝は40.e4麺であり密閉型である。

街甥貨作業中に生ずる船繼の澆みに脳じうる様に，可携

＆接手が多く自由に伽IIされてゐる。conveyor用機關の

／クランク軸は,南端がフﾗﾝヂ接孝で,前端はFast"
で携接手により駆動軸に接し，軸は密閉さｵした邦噸車を動

かす｡傘歯車は鱗方向の水ZI鋤を躍動し,飛I鋤の雨端
はピニオシにより左右沌舷の110､dconvfyOrを扉鋤し

てゐる。傘歯車と各ピニオンとの中間にはAirflexクラ

ッチがあって，各conveyof別個の始動及び停止を任意
に行いうる。

／

クランク軸の後端は騨迩卿Iを通して他の傘臘i車に縦い

てゐる。磯關には何らの推力刺I更も付いてゐないので，

この軸上に推力軸受が取付けられ，機關の′ランク刺Iの

推力を受鐡ってゐる。この傘歯車によって,輕甲板を麓

いてbucket･elevatorの頂端にある藤鋤織睡達する韮

直軸を験動するのであるが,elevatorを任意に始動,停

止させる鰯に，この軸にはairflafクラッチが洞j熾て

ある。この垂画11の後側に，直歯々車によって驍動され

る第2の垂直軸があって，.この軸ばbcom旗同軸かI！
F一一一一 一一‘‐‐－－－－，‘－－．－－，－－－-一今一一．_一一一・=－－－－－－－－-一一一-－．－－､一一・‐
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心を通り,'bcombe1tを彫鋤する傘歯車に動力をI悪まで

ゐる。この軸にはクラツチカ轍付けてないので,boom

belt(Xconveyor腿動紬が動いてゐる間中常に動い
てゐる。i聴垂直軸にはFast可捷接手が咽j付てあるの

で，輕甲板の僥みは推力軸受に傳わらない。前述の3個
のAirflexクラッチは職で誕鴎Wliされ，蝿甲板にある主

制禦室からの操作で同時に制禦できる。獅立の制禦禿は
甲板下の制禦室にあって,bold･beltfaelevatorを任意

に蜘肋,}停止させることが出来る。
boom｝h錫貨機ほ蒸氣騒動で，シコ--1-脇卸Il"254

趣x3u5樋.のウォーム歯車型のもの.G,･ブイ､ヤー．r了一

プは2.54種のが2本である。b)om澗旋川錫f職は

20.3糎×30逃輝D=",歯車型であり,揚卸川場街機はイ
22.9種×25.4麺の単歯車型のものであって,boom及び

舷侭移動に必要な制禦は艦色櫻･I1板に集中されてゐる。

その他に22.9糎×254麺の繋船川場蛍椎が船磯Ii!央部

にあり紺の動きを便ならしめ･て?ゐる。

電氣設術は，新設の.75KW"mi磯及びｲi;来の1.5KW

發寵棲を制禦する配電雛がある。’･ンネル燈は偏號｝Wに

使川され，これらの製械を珂ぢる祗磁接倣機が左糸,舷荷

祉個あり，1罐室内の押ボタンにより操{'1:される。その

他偏號系統としては，縦禦室内に参，るhorn轆報磯がト

ンネル内及び輕叩板上の3簡所に渉,る抑ポタソにより

操作される。

以上の外に，船内放送製涯,トリム指汀,"pilothouse

内の紺6指示器，罰織室及びpilotlouse間のjl雛軸同

轆計，放詮用アンテナ，後部探照嘘，レーダーが伽付け

られてゐる。（悔迩總局）

．〔参考文献)1)TJansactionsofNavalArchitects

andMarineEngineersl924、

4@Self-unloadingbulkcargovesselsoftheGreat

Lake3'

2)MarmeErgineeringl948"9.月蹄

$#ComersionofGreatl.akesBulkFreightcrAdam

ECcrnenust3aSelf-unloadt･r''

〔16頁より） 〔31頁より）

、ン逹に謂睡を征ち論ひき。還り來給ひし時に，この脚を．かれて其場ほ燕なくすんだが，あのときほど恐鏥Lたこ

この浦に詞ひ祭り併せて船を留めて刺Iに獄り,亦このとはなかった,と時の農林大臣島田俊ti氏幽が池煙し
地に銭け篭豊奴賓といひき。／ての話であるから間蓮ひはない。これが璽嬢となり,‘農
とある｡之も筒傑'船を耐|{蜜として献つた例である｡捲林省でも研究し始めたのではあるが,時は虹に遅力jつたゞ
此の物語に於いては紳賓を献上し所願する事によって， 日華事件は勃謹し,酒本の軍部は全雛を握り，特殊潜航
稗は軌海の安全を守護される，といふ當時の信仰を物語艇は完成し，命令一下出動するばかりになってゐたが，
るものと云ってよい。（多賀工業専門畢佼教授）それは誰も知らなかった。〔明治工業専門畢校激授〕．

、剣'､鷺－－－24．－－．
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一船舶技術懇談會第一報（其二）一一

國際海上安全會議に就て
－1943年の戸ソドンに焚ける會議の撫嬰一

米田博～

災米の維碓，新剛の報脾を綜合して,1948年ロンドン月10日より1．ケ月以内に本條絢澗印のため再會し，第
で州雌された「蝋深海上安全會談」に關ｻーる慨要を紹介19朧(IM.COを扱った{卿の條文を適當に修正する
する。旨提案ありインドが乗難し，アルゼンチンが反對したこ
この愈淡ば1912年･ijjに労イタニッ〃銑がその虚女とを除いては各國の養成を得たのであった。、

閉會に際して淡長が述べているように1929年に決め航海で氷山に激突して沈没した悲劇に刺戟されて1913
イドロンドンに於て始めて“鳶されたものであるが，日本られた條約は幾多の稲正すべき黙を有しているのである
はこの愈溌1こ参加しなかった｡､この禽義によって救命設が，一方「11k界海運の鰯繼及磯装についての規則ぱ無調
術，水誘l,if域について人命安全の鰯の蝋際1織りが緒ばれ矢繊に修正すべきでないことも事疫であって，今同の改
だが,1914年から塊一次獄洲大戦と､なったのでこの閣正はこの雨雌馳を調和させることに重製iをおき以下嘩
際朧約ほお流れとなり,1929年になって祠ソドソで新にくるような決定を見たのであった。--L､一一ﾑ･･_一面へ

（1）聯遥委員雷

(A)客船の鱗造

火災發生の危瞼を最小限度に嘘止める爲の規淫とし
ては，1929勾鐇壷にほ軍に原始的な規定を含むにオ・

ぎなかつたが，新協定は經験に鑓いた三つの方法か
ら選羅して施佇することを規定している。
客譜の水防腫劉の漂催は大燈謹更せられなかったが
－4方此の黙については損傷状態にある船の安定に關

する新しい規定を挿入して一層握化された。更に危

険の諜想される状態で多数の乘客を轍窪する船に識
しては船を更に細かい小嘔醐に分潮するよう規定さ

れた。

客船の電氣設怖に關しては，今岡始めて危急の場合
の褒全の爲の「防止設陥並びに旅客及び乗組員を電

氣の危嶮から保幽することについて討議された。

(B)従物総の椛迭

1929年の會議では谷船舶，各航洛に對して適用され

る航海上の要求が魔物船についても適用される以外

には貨物船については無淡迩備について規定された

の.Zﾒ息であった。今|劃の協約では覚物船でも客船の場

合と同様に救命艇や災の他の救命設備及び消火設備

に關する郷i含を含んでいる。そして貨物船がその貿

一易の篤に出入すると撫想される擶圃への航海をする

鰯に前記の各項を包含して示す新しい瀕際識書が設

定された。

（2）救命設備委員會

噛”の絲果、各海極蝋共，この救命設備に開しては大
1､に進歩した。會譲では弔噂に於て客船及び貨物船の

條約が結ばれ、こ．のI聯は日本も琴加して調印加盟した。
今にlの會瀧はこの諏のものとしては1929年以来始め

ての《､の．Eあるが,1948#la4)123F130ケ國代策250
名II啼のもとに戸ソドソの土木協會に於て蝿鰹疏大臣主，
催で|刑催せ「》れ約.じ週洲にわたる審議ﾉ〕後6月10日に
|別脅した。

｜刑會術11ぱ手織唯びに會鐡役員の選禦に愛やされたが
英剛iﾐ席代炎，英蜘撒ｷli旋画ソドン進講長ジョン・アンゞ年

･ダーソン卿が淡腱に,米蜘iZ席伐炎,米噸浩滞防術司令
官ジ･ヨセフ・ジ､逗一・フフ・－レー提好が副議長に選ばれ
た。l刑會にあたり議長は「海上における生命‘典全をはか
ることの飯要雌を明確にしておかねばならないが，補侭
的な利益を提供せずに蝋に出避のみを珊加させる嫌な措
澄で糠亜がその満Iﾘ'を妨祥されてはならない』と述べた。
3)簡卿I』にはソ聯邦も含まれていたが,各委員ばソ迩側
誌代表も協力することを信じ，政治的頑劉生のない，科
學的，技術的な事柄の’攻を叡蔑に鍵l料-ることが申合わ
されていたのである。

總禽は宵席代炎委員宮，及び資絡審奄委員禽の他の瀧
遼，救命設備，無湶，航;毎安全，その他一般脱走の五委
員會と，起り得る他のすべての問題を考究する綜合委員
會に依って運営された。
6月’0日，五つの委員會の報告を橡討し-ここ上に勅

らしい鬮際條約を可沙釧印することLなったが，會瀧終
了に當り，後に（5）で述べる政府間海事諮問磯關(I.
MCO)に若-Fの総力を附與することに反謝してユー
コ｡、スラピヤ代表及びｿ蓮代表より夫舞調印を保留し本
國の指令を受ける旨の申入れがあったので，議長から6

一一泌｡一一

里

や～

忠

ｰ

一

、

も

■■

込

－

一

！

’
〃

～

唖｡G口可 凶 1へ｡ ‐』-▲七一一



一一

ー四
ノ

~

、

■

つ

~

’

廼

夕

〆

u－j

．グ

ー船の科學一 伊 ，

救命設倫について如何なる改良が可能かについて決定麺(2)130n總噸以上の船は遡雄信號に鋼.して営直菫をし
する爲に,之等の進歩を髄深く橡討した｡今同の會いて絶えず藍頑しなければならぬ（自画警報器をも
議の規定はこの橡討に基づいて種々 貝鐙的なものを含備える

んでいるが,例えばモー変一誤＝1､或は他の総動隠|雛第二項は救助要求信號を聴取する剛鯉力辮加するに正伊

のポートを備えることとか，救命艇用の携轄式無轆淡比例して無線器の人命救助側的の爲乃效力が増大する
．械を装'1満るとか，更に海上で救命.苓を降下させる操2j砿に鑑Z＃稽然Gあって,･此の目的の鰯には自動欝香

f

作方法、改異について搬張して要求ざれた｡今同の協装匠（自皿藤”は非術に役立つであろう。
垂

定では,客船笈貨物船に於ける正規の短挺及火災訓纐この他に委員禽の報告によれば,政府は無溌施設備
についても規定してある。えつけの要求を沿岸航路艦及び漁譜の綴な本條約適用

＠本委員倉提案中見逃がしてならぬ二とは關係諸規定の 除外船にまで及ぼすことが可能であるかどうかについ

適用範關を1929年の條約での客諾だけに限ることなて,研究すべきこと｡'政府は各種D無線遡雄信號に對
く油槽緒叉び捕鯨譜を含む500總噸以上の貨物船に迄し不漸の聡覗を怠らぬため海岸局を設慨すること，小

一及I霞す錨である。叉短距離の風礫港間乃航膳iこついて
－型船舶.こ無壊電話の備えつけを奨勵するため噸波の無

新しく定義されていろ。
線電話局券識碕ること零が雌されている。．

先に述べた捌薩副"iを更に貝鐙竹に述べると次に列記(4)航海安奎委員宮

する通りである。．會議は迩卿蹄と裡也間川としての信號瀧を探W}すると
（1）救命謡嚇及び呼集.操滅に開する規喧は客船の承共に1929年に容船に對して適用を指定した協定即
でなく500總噸以上の震物譜にも適用される。′ち其の譜の識な操縦に資する篤､スタピリテイー・

′(2)ゞ長さ1”呪以上の新造錨（客譜,貨物鋸共）は皆データ菱船長に供用するという規定を貨物船にも適用
観一フイゾグ池か策力馳か何れかの磯城力を瀞つたポ・するよう搬大した。－

－卜凌ヴイツl､を肺えねばならない。1929年の要求より搬張されたものは方向探知器を設備
／（3）救命艇は凡が1部に浮力塗遥(浮力タンク）をもすることで,之によってその船がラヂオ，ビーコン又

った(A)級のものでなければならない。
は沿岸無諜局の範閣内にある勝は自船の位置を決定す

‐“〕客船全部及び1”0總噸以上の貨物船の救命艇の曇ることが出来るのみでなく，邇雛船の發信を受けてそ
一一一うち少くとも］盤は擬動Gなければならない。、

手

の船の位麗を知ることも出來るのである。1929年の協
（5）60人以上塔蹴を許される救命艇は凡て磯動准進と 定では，この方向探知瀞を取りつけることを要求され

I""_I〔‘)ﾓー翼-…職醗吻二"に分けられ‘驫蝋農難麓霧，齢懸鮭蝋
級ぱzド水で6節を出しうるディーゼル'･エンヂンを肺船も叉この貴軍な航餓伽器を持つことを要求されて
えること。B級はエンヂンの型式に依らず平水で4節いるのである。
を出しうること。

新協定の最後の章では爆發物其の他危瞼貨物の識
＜2）無灘委員會という極めて頭要な問題を扱っている。之は1929年
一’929年以來無擬電信は難航及邇雌の船舶に對して急速にぱ極めて簡単に取扱われているのである。原則を制
、に援助を要望することが出来る黙から海上に於ける人定することは現在でも可能であるが更に詳細な條項

命救助に對して最も重要なものの一つとなった。之等を制定する篤の閣壌的蕊礎を研究することについてま無瀕器を如何なる鰐にどの程度とりつけるか，叉その
だ準備が足りないのでそのIIj意をする旨の勧告を協定

・装備取付けに對する技術的問題,救命艇に伽{､l･ける無した｡同じ章でバラ種荷物についても規定してある。〃･

線装置即ち携帯月j無腺器の技術上の問題，無線技術士レーダーや電一子力位地測定装祇のように戦雰用とし
官の員駿及資絡,當直制の諸問題,無腺に開する描漣て發逵したもので,現在普通ひ商船に臘用し得られる
例えば勝報,遼雌及び緊急無轆信號,遭難通信の速度航海補助器の，最近の技術上の大進歩が考慮されてい及び航海日識､:の記載等細目を撤討した。、
協定事項中主要なものは る。會議としてばこの分野に於ける最近の進歩が船舶

航海に偉大なる貢獣をなすものであることは認めるが〔')國壌間を航海する500總噸以上の船舶．ま原則.とし 之等の器典を船舶こ肺え付けるこ-とを必要とす房.・
て無腺器（種類は限らぬ）を堀j･けること力凍だとは考えなかった。しかし高度,ノーダー
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之を更に小型紹舶に迄及ぼすことの可能性について研

究すべしということであった。

近年に於ける貨物船の齢昌その他各種の設備改善の

賞情からみて,貨物船の船客塔裁數を1929年條約規
定の12人以内より大幅に引上げようとの案は種々 審
議の結果從来通りとし，この際菱更しないことに決定
された。

（6）條約愛施の時期

航海保安の章を除き當協定は1928年の夫れのように・
國際航海の船舶,即ち協定國､一港と其幽以外の一港
との間を締溺-る船約こ迩月jされる。新條約效力發生

の時期は]0O萬總噸以上の船舶を有する7ケ國を含む
15ヶ園以上の國家によって受諾され，その受諾書が

少くと.も12ケ月以前に寄託された場合には1951年
1月1日である。若しこの條件が滿たされないときは
最後の受諾書が寄託されてから12ケ月の後に效力を
發生するも

（7）會議終了に際して會議扇職長（米代雪は「米
-國代表者は會議が海上に於ける人命保安に對~す-る配瀞
を高度に海員自慢に擴大した事を喜ぶ。人命救助器具
設備に對する規定は明白に海員も船客と同鎌に保護の
對照たるこiを認めている｣旨を述べたが,氏は更に
進んで會議の效果ある組織及進行､画にあたった人々
並に主催の英剛政府に對して感謝の議決を提案した。
其後各ｲ験煮は噸次協定書に署名を行った。
最後に蓮楡大臣アルフレッド・パーナース氏は「會議

の決議は海上に於ける人命の蛍全に對する運動に著しき
池歩を示すものである」と述べ更に「航海業は常に特に
危険と困難を｡伴うものであるが，航海業者達は新會議で
雌し採II1した規定及出された提案等で職員は今迄より
も更に大なる喪全の保誰を事けることが出來るようにな
ったのを誇り得る」と述べ，かくてこの意義ある會議を

終ったのである。

以上割訂の會議を大略紹介､したが，何分議事録も新條
約も未入手であり，た噸隠誌，新聞を参考にしたのみで
あるから正鵠響逸していることと思うが，諭出船並に外

を述べ同問題の研究を繼談するよう叉船舶据付器具及

灘壌驚灘難雛罷黙蕊2審に加入す
以1垂員會の報告から右に述べたもの以外で主要な

ものを拾うと

_o委員會節-報告は-殻に航海安全に開するもので，
主なるものは船舶あて氣象通信の詮逵は從來通り無
料たること・

通報の川所如何に拘わらず遡難船舶の救助に赴くは

船長の義勝たるべきこと。之は遡雌飛行磯にも同棟

"}IIせらるべ意こと。但し遡維飛行機これ目禮は胎
舶'こ對して来援を要求する維利は持たないこと。

○委員會雍二報皆中には，衝突規程が報祷さｵ哩際海

上衝光撫防規則の改正を取扱っている。1929年に提

案されたこの規則は戦零のためまだ鯉際協走とはな
っておら~ず，現行規則は1910年助令により，英本

國に施行され，その後多数各國に依り目發的に採用
されているものであることを附随的に説明している

今同の改正には次の諸烈iを含んでいる。即ち先に述
べた水上飛行機に對する本規則の披張的適剛の他に，

從来任意であった第二橋頭燈と船尾燈の涯制，霧噸

業に從1げる漁船の新しい且つはっきりした信號，船

舶ｳ:規燈により一定の針路及び速力を保つべき場合，
相手方の雛が衝突同遜のため十分な措澄をとっている

かどうか疑わしいと．認めたとき使用し得る新しい信號

（少くとｲ､五同の引俄く短藤信雛）等であるも
（5）一役規篭委員會
本條約の通IIj範幽及祷理磯構を取扱った-一般馳走委員

密の＃職榊』最も飛要なことは新條約は政府間海副職洲

機關<IMCO)により梼理されるべきであるとい

う鼎iで，ソ連代表はソ通はIMCOをまで承認し

ていないとの理lhで之に反對した。議長はIMCO

は總會の三分の二の多数決で條約を改正することが出
来ることになっているので常設の蕊務局を持たない愈

務縦當風による現在の制度よl)もすぐ患れて厨り，且迅

1

、

、

＝

~

嘱

ヘ

、

連に郡を虚理L得ることを指摘した。現制度では締約壁あるから止総茜埋し~しいむ二とと継可か’糊K山荊ﾛ』'1ﾑi－ｸ1，
図の全員__致によるのでなければ職勺の改正は出來蔽、國迩桁船の建澄に向ひつLある日本としては大いにこの

會議決定事項に關心を排ち船舶慶全法の改正に迄持っていのである。

I.MCOが正式に誕生するまでの間,新瞬勺締約1行かねば漁らぬ｡〔海運總局船舶司〕 ０

國政軒の一力噛務躍當函‘夢役を引受けるよう提案され

閉愈に際して英率繊大臣は英國が之を引受けることを 船舶技術懇談會第二報
承認した 。L

0

D舶弔縦の石炭燃饒について
木委員會報皆中の最重要事項は本條約の適用範園を

2）海上に於ける船の復原力を求める一方法

500細頓以上の船舶に限るべきであるが'各國政府は／、
一”一一
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－船の科學一

蝋 驚溌
D型紹入蕊可能の乾船蕊1基と270總頓1､ロール諾1

墾，95總噸手繰譜2窪を同時に引上げ得る引上轆塁が

ある。

経験後はいち早く常而I:水窪本部の270總噸1､芦一九船

7隻，95總噸手繰轆，鮪鐇計10隻及び他社註文の~3う

噸型鰹釣粥3聾を建迭し,次で終戦より竹誰溌中断して

ゐた2A型藏狩川丸，鰹促丸.3D型扇洋丸，洞北丸を

GHQの指令に依り完成引渡した。猶此の外柊戦後の第
1次許可の半時認甥D型光輻丸，記斬丸を昨年夏竣工

させたが，此の燭物総は歯所が戦前より得意とした型で

同型船中荷役畔間力鍛も短く，叉速力の早い熱で定評が

あり各方面の好評を受けてゐる。欝所の遊磯能力として
.l*1,500馬力及び650馬力レシブロ月産各1蕊，川南

4115型側罐(胴ﾉ〕内徳“5粍)叉は4500型圃潅月
壷2蕊製作する能力を布し，更に2.jO聴力ヂーゼル及
IXIII25弧12,500鰯力舶ﾉUタービンを試作中で，衰材は
甑に揃ひ近く完成ず1る見込である。叉鋳物は月産150
砿,.鋳鋼は月壷50虚の能力を有してゐる。
戦晦'i!約2蕗を数へてゐた從業員も現在では5千敷

布となったが，今や一丸となってペルシャ行2TL瑞雲
九改装工里lfフィリッピン貨物船トリスタン號の損傷修理

･川南番曉島造船所便り

，営所は長崎港ロを範する風光明媚の地
香饒島にある。過ぐる第1次駄洲大戦後

ー

の財界パニックに災されて閉鎖放羅状態にあった松尾造
船鐵工所を昭和11年3月川南蝋作氏(前吐長）が買收
して荒應せる諸施設を整備改迭海面埋立に依る鯉也の砿：
張を萱L,民の考籠に蕊く標準貨物船の量産に乘出した。
即ち2,EOO噸剰及び9330噸型標準貨物船を定め，之が
建造を開始すると共に各種弓E場の建設の外,1蔑噸建遥
船蕊2韮を完成し,昭和13-職2月8日優秀艦1萬噸
型東亜丸の進水を見るに至った。。

ル
ー
１
１
１
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ ‐1940年駿洲の風雲急を告<､るや,海運界は頓に活氣を

呈するに至り，造譜の急務ほ愈々深刻化し鼓に川南圃祁上
長の擶剣的考案に依り我國に於て珍しいビルディングド
ック（遥硲々渠）3基が竣工･したのである。
更に！鯏'7年不幸日米開戦となり國を翠げて迭船墹

弧が叫ばれるに及んで,’蕊噸型貨物譜4隻同時建造可
能“離獺としてTL型型入渠7J能）のピルデイングド

■

Ｉ
！ ツクの婿設に着手し，之亦,19年孫逢に完成した。前審

を第1ピル1､後者達第2ピル卜ど呼び，1蔑噸型無慮50
餘隻,2,fOO噸型60隻を相次いで建造して一躍斯界の変

､，

一クホースとなった。何といっても営所の自慢する所は
此のピノヒデイングドックであらう。舷に其の重なる特色
を列記すれば，〔]）ビルディングの屋根に依り荒天の場
合も作業繼繊可能で,熟に屋内作業である爲竹錐員は酷
暑にも凉しく，臓塞にも温く能率的に作業出来ること。
③地平面下で船殻組立作業をなすためイィ業容易なるこ
と。（3）進水に際しては渠殉に注水して船を浮遊せしめ
？｡ー串ふみハハハゥ､ハハハハハハハ～､ハー､－岩ヘヘ､－レーニヂージいデーみふ争ー鼻〆苧づ、

5月號内容

日本の遥細支術展望･…･………………….古武彌姉
造船に於ける多量生嚴（一）．...…..:.….蛎元美
我國上代の海上交通（三）．.…".…….…/k村俊夫
海圃の話･…･………･….……..……鳶.…樋野忠樹
橘立丸船尾張出しについて….....……….雷武滿
深海サルベージ･…･……･”.….…"………磯田雅彦
浪入の礎言(ULI)…･･:.…""-….…"…ろいむとじ
オメカプレン航洋高遜艇艇禮

ら

妄

第3ろk若淡丸の職斐（2月末完了の諜走）700噸貨物船
2窪の船殻工菖lWこ懸命であり第3次C烈緒も着手中で
ある。〔2：－2-_5YT)

船舶に開する岡普，蓑材は極めて少数で，この
方面にたづさわる人為にとって中糞入手が困難で
ありますが，船舶技術協會では地方で岡書入手に〆

不便な方為の爲に種交斡旋の勢をとりたいと思い
ます。尚不要臘l書の交換又は供出も営方で受付け
て岡普要望の方の希望にそいたいと思います。鬮
普希望の方及び交換拠は供出希望(D方は詳細記職
の上営協會まで御通知-下さい。

9

‘ー＝、00畔』人望堪喀歴11理

：一一驚冨~箒へへ童着＝篝＝~一一・の一型式に就て．．………･……｡.….丹狗誠一
船舶技伽感談倉鰯二報）.…….……,.,…,"……． 熔溌工躍全霄邸悔琉t版)VOL.1,2,4,5.
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極め＝ツコリ笑って，本兵器の採用を宣言したの
である。少数沢によったのである。委員長の不営叱

な庭置を横ろ藍で瀧場ば騒然となったのを委員長
は待て,．と制して，こう述べた。
『多人數が賛成まる案は，だれ-Gもが考へてゐる
意見である。だれでもが考へてゐるやうな兵器で
は奇襲IIjの兵器と･はならないo少数の人のみが考
へてゐるやうなものでなければ役に立たない。砂
金は多数の砂を洗ひ残して藻然と鎧る黄金の粒の
一つ･層ある』～

．と，いふのが委員長の意見だったといふ話であ

る為も多数…對裁るもめではないが,世の中、
でいふ多数決といふ言葉の内容には餘ほど注意し
なければならない。一つの意見に對して，それに
鋤ずる人だの老へは，『賛否』二つに別れる。こ
の二つの意見は，意見こそ相容れない雨極端の存

在ではあるが，自己の信念を飽くまで貫かうとすゞ
る熱意に燃えてゐることは同じである。然し，こ
の雨者の中間には可もなく不可もないといふ頗る
熱意のない連中が居て，しかも，‘その鞍が多いの
で‘ある。自己の正徴な意見を主張し得ない人間が
間迷って多雌決の中に蝋へられないものでもない
一といふとともないではなからうが，少数者の

意見で決定したことは不幸なことであった。
かくして，新兵器は様11jされるに至ったのであ

るが,-その兵器は海軍によって創迭された猫特な
ものであったかといふと，さうでない。それは暇
なる模倣であった。束人の玩具のやうなものであ
った。

まだ塒殊糊j艇』二いょ.ものが現はれない1蝋年

前の話に戻る。‘
昭f11十年ごろ，豆淋水艇とい､§.ものが一時，世

llIlの話題を賑はしたときがある。瓦鶴の沖で，こ
の豆辨水艇を使川して，海底M>愉況を杢剛に放送
されたことがあるので，御承知のことと恩ふcま

だそのころの日本縮Itの水中無電の研究は幼稚な
ものであり，潜水艇から無電を渡する場合は，一

たん海面に現はれなければならなかった時代であ

ったから，放送の際もこの豆淋水艇からの放逢は

海面に浮いてゐる舟へ有線で送られたものである

天皇陛下

と

特殊潜航艇
心

立川零重

昭和16年12月8日，

特殊淋伽錘による眞珠瀞の
不法行鳶一一それは日本國
j&の誰も知らぬうちに波ぜ
られた狂人の悪夢であった。
僻殊淋航艇を新鋭兵器とし
て探"jするかどうかを決定
する蕊大倉識が海軍街の秘
密毒で極秘裏に附かれた。

、民

委員長を中心にTI郷の各關緊粁は綺羅星の等とく
居並んでゐた。一といった光景が展開されたに
ちがひないと思ふ。

この特殊潜航艇は殆ど生還を期し難い奇襲兵器
であった。たとひ，それが有力な兵器であっても
生還を期し難いといふ_ことは人道上忍び得ないも
のがあるから，採用の可否は甲論乙駁，容易に決
論には達しなかった。族順の閉塞隊も商船を敵陣
近く進めて鑿沈させたのであるから決死隊である
にはちがひないが，船には端艇を"Ij意じj乗組員
はそれに乗って歸られるだけの準備はしてあった
し，また生還したものも多救あったのであるが，
この塒殊誹梛艇は殆ど生遼はできないものと斑悟
しなけれ､菱ならない。椎って愈議が決定しないの
も無理はない。

終に数により.採決することになり，委員長は本
器採用に賛成するものは，立てツと命じたO-緊娠
した場値iである。火の出るやうな論篭を職はせた
締果が，今や明瞭厳正な難によって決せられやう
としてゐろのである。

立ち_Iこったものは，半数にも達しな力らた。そ
のまま，この兵器採)･llは否決されるかに見えた。

委員長は悲痛な面持で,立｣こった人凌を一人’二
人と数へ鯵その数が半ばにも逹してゐないのを見●
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－ 船の科學－,イ

V から，眞の意味の海底無線放逢でばないが，その

新しい試みは各方値iに反響があった。
／、

豆淵統艇の『豆』とい禽一のは，小型のものに對

ずる逓俗的な形容であって，この艇も豆といふ名

に邇はし〈，二，三人乘りであり，下關の魚問屋

の西村といふ入が考案し建造したもので，海底の
珊瑚を採集するのが日的であった。

珊瑚ま古來，地中海と我瑚の逓厳に崖するので

箸名である。水溜が高く流速が早い，清澄な暖流
中に櫻息する珊瑚虫の骨格であるが，これを磨い
て珠とすれぽ，『'1華民國では七斑の一に数へられ
戸一マ帝國時代には麓除の荷飾りにするなど,,世

界各國で装身用，美術工藝用として貴重な賓と.さ
れてゐる。しかし，珊瑚といっても1千種からあ

り，その中で役に立つのは，我瑚の赤，桃色，白

の三色と地中海の桃色珊瑚であり，価格は桃色珊
瑚が高償である。珊瑚細工の世界一の産地はイ
タリーである。妻だ日本で珊瑚が發見されない以

前,･西欧から渡来した『占渡り』と孵せられたの
は,この地中海の珊瑚であったが，現今では地中
海の珊瑚の産額は極めて僅少であるから，日本か
ら輸入する欣態Gあった｡､系ど日本が猫占してゐ
るのであるが，その漁法は蜜に原始的なものであ
る。漁具は約五尺の竹の桁に臓網を張り，これに

石の錘を結んだものr或は古網を總欣に束ねて懸
錘したもの左どがあるが,要するに，これらの漁
具を使って海底を引きずり廻はし，珊瑚の樹の枝
にひきかかるのを待って鉋ぎとるのである。これ
を改良Lて，海底に潜り戸珊瑚を發見･し，これを
椀ぎ取らうと計謹したのが，この豆"揃艇であっ
た＠

との豆溌航艇は，一口にいへぱ，圓筒形で，前
面は曲率牛經が大きな鏡而で，船尾は尖り，海に
浮ぶ葉巻もいった感じがするc船底には電池を術
へた電氣推進である。人間が船内に立つ,と，人llll
の頭ぶ船外に出ることになる。そこへ解を附け，
その前面の窓から操縦青が海底の．'背況を見ながら
自動車の迩郷手のやうに，その場所で操舵機を動
かすことになってゐる。まこと｣と原始的底もので
あるが，面白いことには，船首から一本の徴の腕
が出て？その先に鐵の爪がついてゐる･鐵腕は外

●

板のllj口に於て球形となり，外板で支持されてゐ

るので，船内に入り込んだ鐡腕を握って動かせば

船外の鐡腕を自由に動かすことがll搾るから,Z:.

の鐡爪で珊瑚を榛ぎ取り，・口の先端下部に付けた
網の中に入れて踊って来るのである。

昔，子供時代に槻た活動鰯憧に－私の子供朧
代には映識など聾いふ酒靜#した言葉はなかった一

『笑ひの面』（｢徴の爪｣）といふ連緬派判があっ
た。或る富豪の一家を呪った『徴の爪』といふ男
一一爪といふよりは，腕白催が義手のやうになり

その先が徴の鈎になってゐる‘怪物がf,f罐するので

あるが，子の鐡の爪に，豆淋航艇心鈎が似てゐる
のである。

豆瀞航艇に水を入れて沈んで行くと，しだいに

周園が夕暮のやうiこ晴〈なるが，なほ沈んで海底
に近づくころになると，ボーツと夜が明けたやう
に明るくなるo水を通って来た光線が，海底で反
射するためである。

や

鰯の大群がやって來ろ。、
〆、

‘鰯といへば，魚屋の店先に腹がtftれて血だらけ
になり，眼の色さへどんよりとした哀れな姿だけ
しか見たことのないものには想像もつかないだら
うが，鰯でも生きた眼は，週こすごい。銀の星の
やうに光ってゐるo鰯の大群はまるで，天鈩銀河
のやうに蹴れて来る｡､その無数の型の流れが,豆
淵航艇と正面衝突して左右に分かれて行く。星が
群がつ亡趣ろ宇宙造飛び廻る盤があ1)，その壯槻
は醤へやう．がない。

海章は深海では嵐直ぐに立って微勤だにしない。
無風欣態の煙突の雌のやうだ。動かぬ直立した海
難は不氣味である。湘流の影群を受けないので，
海草はただ浮力によって,_l言へ引伸ばされたやう
になり’海革のしなやかさは少しもなく，平らな
板である。海”桃ってゐる陳の上を通ると･きは
大森林Iもを飛行船で飛ぶやうな氣持である。
珊瑚が雑息してゐる深庇は69～10尋であるか

ら；との豆溜航腿支103尋q〕海底へ降りてゆかれ
る設計になってゐる。

この豆淵航艇は眞総に繋留されてあったので，
時折’私は海へ淋づては龍宮を探し麺るのを楽し
みにして乗せてもらって居たのであるが？ここで⑤
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或る吟不思議な光景を見たのである。では肉弾魚雷といふ.ものを發明した，と米國の新

沖へ}{{てゐた豆潜航艇添海面に姿を現はし，犬聞は，その篇眞を大壁的に發表して騒いでゐる。
が泳いでゐる.や弓に喘ぎながら，蹄って来て繋留こんなことをされては，日米間の親善にも影響ナ

さｵLるのを見てゐると，操縦堵、蓋を開けて出てるから旗んで貰びたい，といふの置あったpさう
來たのは，金モーールを胸に燦然と光らぜた海軍のしr,-その新聞が封入してあった。見ると，それ

参謀長と数名の幕僚，それに海軍の技術宮たちでは肉弾魚雷ではなく，豆溌蹴艇が貨物船の甲板に
あつ‘ｾ｡､それが一度や二度ではなかった。海砺で戦せられて航海してゐる篇"であった。
も睡援してゐてくれるのだ，と思った。それが， 驚いたのは海砿で，そのときは肉弾魚雷の完成
やがて形を愛へて特殊滞航艇となって現ばれやうどころか，豆撤緬艇のことすら藤に知ってゐなか勺
とは，夢にも恩はなかった。それどころか眞鯵のつたので，これが臘象になって，眞蝿の豆滞翫艇
海は波穏かに藍青の水を湛へ，日華事愛も起らず見學となったのである。
十國峠嘩航室標識畷は絶えず回樽を縦けてゐた。‘素人がつくった原始的な満伽挺を観察して海軍
ところが天皇陛下もこの豆淋蹴侭こ多大の興味は何を激へら急.たか･それは二,三人が乘って1‐

を憶えられたのである。どこに興味を持たれたか分に濡航Gきる最小限度の消獅W挺《､大ぃさを蜜溌
とい.3．と，天皇確下は生物學者として海底のヒド的に知り得たことである。最も簡暇なものを知っ．
ラの研究をしてゐられた。Hydraは下等な腔腸、たのFある。獅匠は完成した船とい身よりは，機
動物であって,､再生力や淵K馴整力が旺盛なので械といった方がいいぼ琶の精巧な淋水艦を建造す
切断や断片の接麿，移植などの操作を施してそのる技術は有してゐたが，それだけに誰でもさうで、
反應を見るのに便利であるから，変職動物學に於あるが，多く知るものの無智のために，反って簡
ける材料として寵愛である。陛下はこのヒドラの軍なものを造ることができ歩，知識にとらはれず

採集に豆淵〕.艇を利IMして"|究なさらうとしだの創意を直ちに震行に移し得る大謄さが縦けてゐ淀。
である。葉山の御川邸の海で，この豆淋鋤艇を使しかし，海軍はこの豆群航艇を見て大謄になった。‐

って，衝蝋するやうに命ぜられた。そのころ，海肉揮魚雷といふ兵器の原型が，使〃j!』的さへ鍵へ
軍ではまだこれを兵器として使"jする計聲は立てれぱ，豆瀞舳艇によって完成されてゐることを知
られて居なかったやうである。り，自信が得られ，塒殊消水艇へと清廷研究が綴

夏のことであったかち，天皇陛Fは麥蕊編に竿けられたのであるが,民間ではそれを利IIjするも
ズボンとい歯靭快な服裟で，豆淋甑艇の沸水欣況のもなく，研究すべき責任のある･災林省は安閑と、

を，非常に興味深くごらんになり，耐11様といふ感して問題にせず，いつとはなしに肚間からも忘ら
じは少しもなかった。天皇陛下を刺職にして膣かれてしまったのである。
なけれ域都合の悪い人間が居たに過ぎないぎところが，天皇陛下は豆淋級艇が特殊滞水艇に
とのまL進めば，豆#袖艇は日本の水産界に貢利月jされつムあるこ･とには氣がつかれ歩，水産方

献するところが多かったのであるが，世の成行は面に利川されてゐることとお思ひになり’それか
きうではなかった。ら時経た或るとき，-各大憶と御陪食なざれたこと
葉山の識職がすみ，豆淋伽艇は街物船の甲板にがあった。そのとき陛下は『噴林A:l鼠ツ』と御難

読まれ,蓮ばれたのであるが，この食物船が湘蓋をかけられになって，『その後,豆潜倣艇はどう
で一盤の客船とすれ達つたのである。洋上で汽船なってゐるか』と御下問なされた。ところが農林 殖

がすれ達ったからとて何の不思議はないが，迂と大臣は，豆瀞ﾙ,.""ととは少しも知ら底かつた◎
に大問題が起ったのである。大臣は眞赤になり，だまって下を向1．､てゐる。天
とれがら数ケ月後，米闘駐在の日本大使から，皇陛下の側に居られた高松宮殿下力孟見るに見かね

海軍へ至急の親展書が届いたのである。封を切って『大臣は今，研究中でゐられる』といばれたの・

て霞んで見ると，次のことが書いてあった。日本で，陛下は『あム，農う』とうなづ（24頁へ）
『

一弧'一一
己 の

‐の
一

１
１

｡■

’

心

0

｡、

0

ー

’一 一一二－



』 一 ‐＝－

ー

〆

●
●

〆

〆

一 語の科･畢一一

の上にこれを進めねばならなL､ことば刎諭である。
國内ニュース

漁 船研 究所

漁船の改良研究といふ重要な役割を婚って出發した久

里漬の漁譜研究所は，その後着々 と陣容を愁備し．船溌

機關航海計器關係の椛威を迎へて本絡的な研究を開端
した。

船腱淵係は，漁船では從来試ふられなかった推進性能
の改善に對する研究がなされ，燃料の效奉向上と操業能
率を上げるために，馬力，同鱒数及び速力の關係を研究
對象とし，從來の運航鞘のデーターは漁船とは根本的に

異り，水輔試職こよるものは漁携中の状態とは1:|職逵ふ
ため，漁船力投鯛伽描作業'i'の状態を測定する馬力測定．

の計辮罰を試作し芯,之によって漁船の没態を把掻して
性能向上を期することになってゐる。

縦皆機關、研究ば，一般に改良の氣迩にあるとはいへ
種々 の面.層本絡的に蜜施せられてゐないので，この研究
所で蒜手-;弓ることになったが，ヂーゼル機淵の高速韓遼．
化,漁携に適する速度澗整装磁等が興継的な研究項ロと
して計彊されてゐる。

漁譜の改良と共に，漁法の研究も必要であり日本の漁
業發逵、ためこの研究所の技術陣に大なる期待がかけら
れてゐる。

’ 第4次新造船建造正式許可

昭和23年度分寸皮後の第4次新遥船19塞は，喬侵蕊同

数15萬騨より7千噸も上廻るため正式許可がおくれて
ゐたが．2月7日下記12盤が正式許可せらｿLた。街超

過のD型2隻,F型5隻1ま23年疫追加分として許

可せられるものと見られてゐる。

建造許可B型日産汽譜（日立因島〕396,972.76％
大瞬蔚船（三菱紳戸）413.23967.5％

b

三光汽船〔溌蓉迭譜〕417,20063％

C型日東汽船〔三菱淡演)234:00085.8%

關西汽船<三井玉野)270,00088%

三菱汽鋸(三菱髪島)2i5,95190%
正輻汽譜〔日立櫻島)259,977853%

_D型中村汽浩〔三菱陵鐵1[2,46794%

日本棲船（三菱職篤）164,[00101％

．日本驍同塗（三菱神戸）161,37294％

郵便近海〔三菱長崎）172,00086％

大洋獺亜（日立因島)160,23091%

建造許可見込D型乾汽紹（三井玉野＞

j千代田汽船（大阪造船）

_F型九州商緒（三菱下關）

東京汽識<三光大阪〕

大同磯船（川南深堀）．

日新汽船（尾道繼船），
北海磯船（東京造船）

〔註）船主〔建澄所）建造船臓，建遥船側に對する船
主自己訓達琵企の比率（％）を示す。

．.24年度船舶新造及改修計霊

24年度の新進船3髄は目下"蓮細司で立案中で，輸塗
面より見れば23蔑噸は必要と恩はれるが，結局鐵鋼炎
材の面より抑へられて昨23f破同鎌1|5沈噸程度に落
落くものと見られてゐる。一揃鮎計遜ど共に船舶改修
計鐙も關係方面で翰討されてゐるが,A型,2D型等戦
標大型船約40隻が外航記船に堪えうる様に最低狼の改
善補彊をなし，叉船質ソ､改善，居住設術の改善及救命設
備の完術等を計霧してゐるが,讃秘資金面の有数な基礎

●
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’ 新小型ヂーゼルエンヂン

遠洋漁業にl11る漁獅|]の小.型エンヂンの改良力亜望さ
れてゐたが，この程下湖の林兼鋤I新で生寵されてゐる
小型ヂーゼルエソヂンは從来使川されてゐた焼韮エンヂ
ンに比べて重油節減20瞳標準試聡譜で--航海約CO
蕊間の燃糾費の鰄勺がl11來，椴關電通も2サーイクル,2i0
馬力で8砿巳從来の4i雪分位G,測礎物搭泌』tもそれだけ
塒加ⅡI来る。師|:2年間の苦心の研究の紬果である。
叉，浦水市の日の丸ヂーゼル徹j趾.層峨近完成･した40

馬力ヂーゼフしエンヂ:/は，燃料の節約，故障千鰹助ゾ〕少
ぃ熟が特長である。

阪紳内燃磯でけ從米の形式とかはり，『0馬力,2．リーイ
クルの小型ヂーゼルエシデンの生議を姑め注|'されてゐ
る。機關の重inl:も相噛節約せられるが，この様に澗咄機
關力逐次改良せられつ上あることは戦もしい次輔である。
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第三次F型瑞光丸誰水
●

八光汽船,-船舶公團共同凌註のF型碇物職瑞光丸は粥
三次新造船の1､ツプを切って，2月14日占部澁船jﾘ池熊
工賜で進水を経へた｡本船は3月未完成の謹定。
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の總和よりはるかに小さく，從って各々の系統の要求に

腰じてお互の間で利用しうる紗却能力を配分しあぶ方法
が識ぜられてゐる。

全装澄はﾀ郷の0・F乃至100.Fの室氣を坂入れ，

凡ゆる部屋に快適な温度嬰度の條件を保つ様に設計され

てゐる。変際乾球100｡F,潔球EOoFとll,A極端な場合

この椴械は船内の温度を82"Fに，棚對潔度50%を保

證されてゐる。
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プラスチックの燕吻
タンク測深器

タン沙測深器
I.DEby氏は新しい簡易なタンク測深器を考案した。

米國水槽會議
之によって一名の船員がc会3型の凡てのタンク，厘劃

熔接船破損の原因ピルヂを20分間ご測ることが出來た。 ●

先づ普通の測深管に唾縮筌氣を逢る。管噸の液證は之
等々－．､・・

に押されて排出され遂に全部が押出れる。この時睡縮筌

氣の睡力は靜流瞭唾に等しい。この室氣系続とピスドン
■

及び氣筒詮通じて正確な「寵錘(スプリング無〕_|目感が

プラスチックの謝勿遡軸されてゐて，目盛は500封度まである。

ノーガハイドと呼ばれるプラスチックの敷物は，特に 筌氣がビス'､ソを氣筒中に押込むと，そのカカ掴盤の

激しく使はれる交通磯關に適する綴設計されてゐて，非§上にポンドとしてあらはれる。
所がピストンと莱筒の寸法は’封度が液禮の深さ’吋常に耐久性に富みしかも美観を有する。色は種々 のもの

が得られる。巾は50吋で長さ50ヤードに巻上げてあに等しい様に設計してある。蛮際には7種の異ったピス
トンと氣筒があって，種々の密度の液禮に適應する。

る。
本器の名前はプムフ°リメーター(AmpliIHeter)と言・未製品の長所は腐朽し難いこと,‘擦過に對しすばらし

い抵抗あること及び非常にしなやかで裁縫し易いこと等ひ，坂〈〕つけてから讃.Zﾒ､をとるまでに僅か20秒しか要
である。汗,油，日光,風雨の影響は疫用上うけないとしない。
云はれてゐる。洗漣は水と万'職で行ふことが出来る。硬・米國水槽會議
化したりひ鱒が入ったりすることはなく，ふかぶかした
柔かいスプリング入り椅子の上F侭ってもふくれ上った、1942年以來最初の米國水楠會議が行はれたのは1945年11月‘12日，］3日で大分醤|idに溺するがここに紹
り,‐しわのよった．りすることはない。 介する。テイラー水捕，ミシヵンメ擢水楢,N.A.CA.

クイーンエリサベスの空氣調罰装遼のラングレー航空研究所，ニューポー,､ニュースの研究

‘豪華船クイーゾエリザベスの室氣調節装髄は，此の種所及水槽，カナダ國立研究會識マサチュセッツ大學，
プリンストシ大學，アイオワ大學水力研究所，カリブォ

のものとして枇界最大のものである。′
此の船に空気を塗る装置は12箇の獅立したキャリアルニア大學，ウエツプ造船大學水槽から代表者約3〕名
一筌氣調節装置である｡食堂,一等入口籏間,サローg／がステイーヴンス大學に集った｡・
一等讃書室，映嶌室，一等喫煙室，帥易，－等美容室及先づ1942年以來戦時中の諸研究について報告が行は
理髪室,二等食堂及二等庚間に凉しい適當な曝度の室氣れ特に同洸水槽，空洞水階，小型水槽が蛮験に炭く用ひ
力謹られる。’2箇のキャリアー装艇は合計毎時られたことが曲らかとなった。次に本曾談によって國際
'0,000,000灰，の調節された空氣を遥るととが出來る。之約な會議を鴎髄することが一般討論された。技術的の討
に5,000,000BTUﾊ時の能力の蒸氣噴射冷却機が結合さ論として次の問題が取上げら*て細かい意見がかばされ

た。
れてゐる。

満員の場合でも全ての部屋が同時に言杯になることは’，小型模型の自航試隙方法の改良一
ないから，必要な冷却能力は各個の系統Lで要する最大量：2，摩擦公式,質船への適用法,標準船型試験
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今

3現存試溌水槽資料の粗關を明らかにし，芝を一つ 熔接樺の性質やその使用法には破損の因となるべきも
，にまとめ上げること。 のは見られなかった。

4．洗燈力學#I究所た於ける促冊I文字標準の制定。收縦,換れ,ひ野劉を最小にするための廃金の方法や
1．は自航試験が大型〃ンクに限られてゐたことを打開熔接順序の適用等は以前からかなりよく無解されてゐた
するためである。 が，大きな船の樵輩の熔接工獅に作ふ不利な條件につい
2にっL》ては4人の委員が任命され1947年の會議まてはあまり知られなかったので，特に熔撰.|(肺に-I-分な
でにある程度公式の統一，粗腱に對する考慮をまとめる注意が桃はれず識期以上この猫溜池力がｲ『在したと諜想
ことになった。叉別の委員會はリパテイー型とサンフラされ，この高い雌力が破換の因となったと信ぜられてゐ
ソシスコ系の2系統につき種々 の寸法の膜型をつくり之たが,之は棚読の結果?謎的な紬災を僻た。‘
を各所の女ﾝ･ｸで試験し,そ蝿果を比較して相災る試,騨牲窪計謹の睡力によって技価か低「したことは明
鹸方法を比較研究すること．になった。らかに認められた。破損は微小なノツチから謹生ﾘー るも
3・を行ふことは非常に大がかりであるが,．小さい範剛ので拙劣な技侭は破損の岡となる。このノツチは随打に
からでも行ふくきごとに意見一致し，ソーンダース氏をよるタラツクやアンダーカツト購撰によって起り，又熔、含

長とする委員餓:出來た。 接中の多孔性やカス包含や或は熔込'ir1-分のため焼手ﾉ）
4．．についてもその必要力轤感され委員會が任命された。中心に塞洞を残す所禰鞍状熔淡によって起る。陛秀な熔

熔接船破損の原因 接技価は熔接船建迭に覗要な要件ごある同

船の;蝉#についてしらべたが荷物の械込や卯術ﾉ〕状態
今次大戦初期米國の熔接商譜に起った破損は，多くので異朧な曲げモーメントを生ずることばない。船剛航行

場合全く突發的に起り，軟鋼､様な延性材料には老へらや，平僻あまり使はない航路に於ける蛎聯の1'!物船の遮
れない脆性を示し七ゐた。この種の事,股が戦時建遥の約航は鉛に異常な激務を裸することとなった。特に戦争初
5,000隻の丙ﾕ/も位に起り，127件は渡大なもので,しか期，冬期にひどく荒れる天候の多い極窪ｵ也騒船|虫l航行
もリバテイー型の城らず凡ゆるタイプに發生した｡之した時が陸しかった｡最悪の事故は低温と荒尺Z)組合に
が原因を調査し對策を考究するために委員會が設けられよって起った。

三年以上にわたる調査が行はれた｡本文はその郷『の大荒天に關してはぞの危嶮性が殿初から老へられたが,
要である。

鯛胤による不利な效果は十分聯されなかった｡之が認
全膣的の設計については縦狸力壷再計算し，若干の船識された後，破唄に對する抵抗を端寸籾改造した船は股

の繍勺椛造試識を行った力結果は十分の餘裕があった。密な通商航路に指定された。

詳細設計を調べた結果次の事が明らかとなった。熔接委員會(ま結論として熔婆船の破損の凶を次の二Jriと衝
職に於ては組迩の方法によって高産の脳力渠ijと眼い束定した。一は設斎'･叉は鋤14の不適正ﾉ>ため船に生じたノ
鯉紀り，從って材料の塑性流れを許さぬ傾向を生ずる，ツ秀であり，二は迩柳聯心斌温に於てノッチに敏感とな
のである。この状態は普通鋲接船には起らない。熔接船つた鋼甘である。この因子の不利な組合が.瞳ると船は通～
に於ける不遜讃淵礎の高い懸力集中は，熔接によって更幣就役状態のIIIiげモーメントに耐え1髄い。
に増大する｡凡ての破損は不迩鴬な設計又総貧弱な工作熔接された商船の鋼#蝿の破損は,建造II!職成後、
蹴侭に基づく幾何學的不連綴又はノツチから稜してゐる。船の撫遥に行った矯正手段,設計改良.i"i;所に於ける
詳細構造の調査は大小を間はず不連縦個所又はノツチー榊造方法の改善を組合して抑制することが出来た。、産なくするためにどれだけ注意L,ても過ぎることは艇い

適正な詳細設計を行ひ，商庇の技価潅jllひ，使用湿庭
こと，フ'瓠較の效果が購饒により増大することを硬く示でノツチに鋭敏でない鋼材を使洲けれは滿足な全熔接船してゐる。 、

職造力縛られるであらう。併乍ら之等の條件の下に建遮。
，遥鵬所に供論された鋼材･ばすべての現行の物理的性質された船について十分な臘蝿が得られるまでは，鋲淡し
ゆ榊艇を満足してゐた｡併乍ら破損を起した船からのサた舷卿'型材の如き職造冷組入れて，グラツク彩嘘止め
シプルを純撃試職したら多くの場合ノッチに敏感であつる必要がある。
た。更に遥船所に供紛された鋼材の箸Fも同じ性質を示この委員愈は三年錐の活動の後解散したが鋼柵設制.と
した｡從ってこの性質を定趾する盗用的試戯を含む新し撫造方法の韮礎的N｝暁の必蕊は依然頑要で為雪ｵて爾務長
い規定をつくる必要がある。官は船舶稚篭委員曾逢任命しその仕望liを談けさせた．・

・－－34－．

2につL》ては4人の委員が任命され1947年の會議ま

でにある程度公式の統一，粗腱に對する考慮をまとめる
し

ことになった。叉別の委員會はリパティー型とサンフラ

ンシスコ系の2系統につき種々の寸法の膜型をつくり之

を各所の女ン･ｸで試験し,そA締果を比較して相災る試
鹸方法を比較研究すること．になった。

3．を行ふことは非常に大がかりであるが,.小さい範剛

からでも行ふくきごとに意見一致し，ソーンダース氏を含

｜’長とする委員餓:出來た。

熔接船破損の原因

’1 今次大戦初期米國の熔接商譜に起った破損は，多くの
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三年以上にわたる調査が行はれた。本文はその稲!『の大

｜‐．、要である。

全膣的の設計については縦狸力壷再計算し，若干の船
の緬勺椛造試識を行った力結果は十分の餘裕があった。

蕊
に増大する。凡ての破損は不迩鴬な設計又総貧弱な工作

・鰯侭に基づ蝋何學的不連綴又はノッチから稜してゐる。
詳細構造の調査は大小を間はず不連縦個所又はノツチ

・をなくするためにどれだけ注意L,ても過ぎることは艇い
こと，不通談の效果が購饒により増大することを硬く示
してゐる。、

，造船所に供紛された鋼材･はすべての現行の物理的性質
の繍喚を満足してゐた。併乍ら破損を起した船からのサ
ンプルを禰撃試嶮したら多くの場合ノッチに敏感であっ
た。更に造船所に供紛された鋼材の砦Fも同じ性質を派
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スリップした前進IIj屯キセゾ1､リツクを直すにほ次の

順序で行ふ。

，エソヂンを止めすっかり蒸氣を締切る
2エンヂシをまはしピストンの上部死黙に止あ；リン

クを後進位遜一杯に動か-ﾘー

3弁幹にパツキン抑へまたは案内子の所のマ『クを入
れる。

4，リンクを前進位置に遜き，エ兼セン1､リツク著廻し

弁幹のマークがパツキン抑へ叉は案内子とzl塁行になる様
にしてエキセ:〃1､リツクと軸とを似に固定する。

5．エ‘ンヂンを下部死鮎まで廻鱒し，リンクを後進位遥

とし，弁幹にパツキン抑へ叉は案内子の所に別のマーク
をつける。

6．リンクを前進位置に動かし，今つけたマークがパッ

キソ抑へ叉は案内子の所にあればエキセソ1,リッタを通
常な方法(i上螺，ピン，キー等）で軸↓二固定する。
7もしﾏー ｸが合はなければ上部及下部死鮎に對する
位置の差を等分ｻｰる。・

8．エンヂン葡樋蝿する最初の機愈に指睡カードをとっ
てエキセソ1､リツクの位迩をチェックする。

電燈とモーターとを同じ電力線上におい
ていけない理由

モータは起動時に大きな爾流を要し，從ってこの瞬間
同蹄の電睡が下る。それでこの同路内の電燈はモ息一ター
の發停毎に明る．さが鍵動-ｹるからである。

フレオン冷却装置を操作するときの弁の
開閉方法

操作ﾄi!I*dellygratorpassを開きdehydramr弁は閉
ぢておく,。同時に冷却調節弁への止弁は開き、そのバイ
パスは閉ぢる。誠給弁(Chargillgvalve)と抽出弁

(Purgevalve)は閉ぢ他の凡ての弁は開いておく。

プロベラのナツI､圭取外ず際の注意
先づ主機のジャッキ装置を入れ「主磯にジャッキが入

ってゐる」旨の柵剛を主機絞弁の所にする。更に淡弁に‘
次の様な札を下げておく。

「鰄柵rの工員がブ.画ぺうの作業中，余の許可なくLで
ヂ.1,ツキ裟澄を肋かj-可からず。磯關長」

かく1れは機關部員がジャッキを晩じたり蒸氣を通じ
たりして造船工員をひどく傷けたり~;~ることが防がれる．
ある法聡所の工員はプロペラのナツI､を外-ﾘー ときは一

人が絞弁の所にゐることを主張してゐる。

：〔海外文献よい
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テレモーターと操泥装置に起る故簿について

水睡柵;系に渦洩があったり，之に塞氣が混入_ﾘｰる場合

を除けば，テレモーターに故障の起ることは稀である。

この種の邪故を早く直しておけば，取扱者と状況によっ

て特別の故障力$起るだけである。

水畷僚系は洗瀧と注液との普通の手入れの他に,､時々

Transmitterやレシーパーのう｡ランヂャーのパッキング

カップ進取替る必要がある。之等は正常な状態では注意
しなくても数年は働くであらう。．、

種々 の気候に對し管内の作動液燈に注意をせればなら
ない。,グ,リセリンの塗が少いと凍結するおそれかある。
暖い氣候なら水を使用するが特に窪冷の時は3C|～60%
のグリセリンをMilする。

f:l""をみたす時に座や蝿勿が－雑に入るなら,液
臘を布でごして取除かねばならない。配櫛に急な曲りが
あったり，たとへは過熱器の近傍など熱い所を通ると故
障の生ずることがある。
補紛タンクが，瀧水I畔のgん以下に減ずるとポンプを

通じ七霊気が吸込まれる。
各種の操舵装世には色々 の故障が出る。蒸氣型の操舵

装職はピニオンとコオードラソ1､を介して舵に結合されて1

ゐる。之に一番よくある峡職臓騒需と歯車の際粍である
が，歯車の潤滑を辿正にすれば救ふことが出来る。
氷座一稚動操舵裟睡では箔:系の漏洩と空氣の混入が一

・暦よく起るものである。
、給水中の酸素による腐蝕の防止について

奄耀水の酸架測染にもとづく腐蝕諸防止する一方法は女シーンを入れることである。或る場合には別に亜航酸ソ
ーダを鵬用してもよい｡郷施駿ソーダの鉦は罐榊に過
剰の亜硫酸が少くとも百蔑分の十以上になる事を要する
が，之が筒蔑分の三十をこえてはなら･ない。タンニン4）
亜硫酸ソーダも共に鮫誰を吸收する能力がある。普通に
亜硫酸ソーダを入れて餓分の-1-のM"[雌の過覗I茅保つ
ことが困難なときは，配瀞|!叉は罐氣抜系統に散,!『があ
るものと老へて諏在をせねばならな､､。罐蕊抜jljのヒー
ターが約23)Fの温度に保たれ上は迩糊酸素は含まれ
ないが，餘剰の亜耐酸を保持ずれば醐一酸素があっても
之がボゴラー.に入ることを防ぐゞであらう。

スリップしたエキセソI､リツクをもとの

位置に戻す方法
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に於てら，銅の生産高は，國丙需要を充し得なかったの

~ごあるから，決して銅は生産過剰で困ることばない。銅

の最大の需要先は電課製造者である。所が動力線，通信

ケーブル等の最大の需要先である迩繍通信方面は官聴

識算の關係上，多少發註繰延べ痴朱である。これ等種々

の事柄が影饗を及ぼして,生産過剰のやうな現象を來し
たのではあるまいか。

船舶遥修用として鋼職種機械ﾊ1賊膳合金としての脊

銅鐵物，螺旋軸の裁銅雀，推進器製迭等に川ﾄ､られる。
銅合金鋳物としては,-故鋼を多く月jうる方が採算面か

ら見れば好ましい事ではあるが，技術面から見ると，ど

うして‘も相當電氣銅を用いねばならぬ。

殊に螺旋軸の淡銅糧(多くは背銅蕊物を使用〕の如き
は，外部の水座を受ける關係上，是非共電氣銅を川いね

ば完全な仕上りは期し得られない。

故銅の上物は古砺線等であるが，銅合金鋳物の故物も､’

故銅さば取扱はれる。これ等固收金闘の繰返し使用は
同数を竃ねろ毎に，銅合金鑪吻の結品粒子を粗大にし，

所謂dendritecavityに酸化膜が生じ，此の間隙を縫っ

て水がく〈・ることとなり，鋳災のない鋳物にても水密を

保持し得なくなるし,Xseasollcrackが生じ易い製品
となる。1m酸測としては棚砂等が川ひられるが，3鯖己峡

鰡を解消し得ないので是非共電氣釧力拠要となる。
大型船の螺Mil111の政銅巻には，砥氣銅を川いるばかり

でなく，更に微肚のニッケルを添加して結品粒子を微細

に寸一る方法等もとられている。

叉推進器は鏡鐵製のものもあるが，銅合金鋳物に比し

て重逓が大なるものを要することとなり，性能が悪くな

るので，大型船に於ても，ボスのみを鋳鐵製とし推進翼

はマンガン青鈑鋳物とす．る場合が多い。

推進器は｢ﾛｲド協會｣に於ても材料抄照がきめ･霧
るように，出来るだけ損傷の生じ悪い製品を造らねばな

gぬ。このためには，やはり電氣銅を月1うる必要がある。

もっとも銅合金鋳物に電氣銅を使用する場合でも，第’

E=＝第2農．

'0

離雛費鰯
---船に一番大切種ものは

－.實材て浦る---１
１
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重 要非鐵金属

一 守 愛 之 助

重要非鐵金属類にて，指定生産費材として需要者割當

證明書に上って入手すべき物資は次に示すものである。
1重要非鐵金罷

イ銅鎚氣鋤口故銅（上及び並の別あり）

ハ鉛翰識)二故鉛轍鉛及び硬鉛の別あり）
ホ亜鉛髄氣亜鉛及び蒸溜唖鈴の別あり）へ錫

p

卜アンチモンチニツケルリアルミニウム

ヌアルミニウム屑及び同合金屑（アルミニウム及

び同合金の再生塊を含む）ル水銀ヲカドミウ
ムワコバルト・

2重要非鐡金属製品

イ電線口伸銅品ハ機械用銅合金鋳物〔銅
鋳物を含む）二鉛幡及び劉瓶ホ減磨合金へ

半田卜亜鉛板チ秘合金座延品リ機城用

靭金展鋳物

其他統制外のマンガン等も舶珊として使用される。

指定生湊資材･として銅と毒う場合には，電氣銅のこと

を言ふのであるが，最近の我幽の銅生産は極めて好調で

ある。取引き面から見れば,むしろ生産過剰のやうな現
象を來している。もつとも，これは需要者側にすれば，

質ひ度くても賓金靴から賀ひしぶり，銅生産者も生産品

を壷却せねば資金繰りが困難となると言ふ状態から，生

産過剰のやうな滞貨が出來たのだと言ふ説もある。戦前

壕1農マンガ‘ン青銅鍍物
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・表に示すように，湿度は第2同月の熔解製品の方が大と

なるので，大型船の推進器等は皆，この節2回目の熔解
製品をねらって，一度合金蕊塊を作ってから製品を作る。

第3同ロ以後の熔解製品は狸度が激減する。

別･鉛は背銅鋳物には，比較的少逓しか)1jいぬが，黄銅
鋳物及びマンガン青銅鋳物には相當多逓にﾊ1いられる。

”蒸溜亜鉛は，主として鍍金用及船底，汽耀等の防蝕用
亜鉛板を造るのに用いられる。

′亜鉛の生産は，終験後非常に能率をあげたが，－1鮮的

に生産過剰の状態となり飢餓輸出をした。このため蛾近
は非常に窟屈な供給状態となっている。今後當分の間は
亜鉛不足に難澁することと思ふ°C，

鯛の國内生産量は極めて少ない｡年間200施位のもの．
である。叉郵唯の生産償絡は瞳噛り32～33蕊間はかか
ると言う6競近では錫の公侭ははずされて，嵐山仮絡看
取引きが出来るが，まだ生産償格より下廻っている。戦
後多量の錫は掠奪物件として抑へられ，需要渚は非常に
錫不足に困却しているが,鍋の]1"I価格が些瞳我侭桁を
下廻っている間は多逓の錫の輸入許可は得られぬだろう。
船舶用としての錫の用途は,青銅鋳物に少最用いられ

、るの外，白色減磨合金及び半田の製造に用いられる。白
色減磨合金及び半田は製品としても配給を受ける率が出
來るが，特種配合のものは自家製造せざるを得ない。h

蝿の國内生産量の少ない我國にては，白色減磨合金等
も錫ベー〆に代る迩當のものが發見されることを里〃で
止まないが，･使月職關の同縛数及び荷軍等より内燃磯關．
にはどうしても錫ベースの白色減磨合金詮採用せざるを
得ない現状である。

。蹴箭辮灘聯蕊重難警
れに代えんとした。然し銀も施工方法に制約されて，生
産能率を阻害した。
軸承合金としての必要條件は大魁次の通りである。－

3繍蝋麓隠撫麓差．
3．摩擦係数が小さく･亡’磨耗に耐えること
4．熱の傅導度のよいこと
5．耐蝕性のあること
6．鋳迩生のよいこと
7．安侭に遥り得ること
術合金の組織は軟質の地に硬質の結晶粒子が分布して

笥一な組織になっているのがよく，軟質部が磨耗して，、
術寵を承けている硬い部分に瀧滑油がよく廻って行く纐
な組織のものでよい。此の鼎!i錫ベースの白色減磨合金は

内燃機關の刺l承には適営cある。

白色減磨合金の同收金濁も，荷重大ならざる部分に使

用するこgとして,新地金に添加して再用される｡然し’
第2表に示』-通り'0鍔以上の添加は不純物の混秘:多
くなり弧度を減ずるので不適篭である。

往復動蒸汽機關にⅡlいる白色減磨合金には錫を相嵩量

減じ，この減赴を鉛で代替したもの等も用いられている。、

鈴ベースの白色滅磨合金は，硬度が減ずる。鉛も國内‘

的には不足物費であるが，これは岡收金購より再生鉛が

得られるので，錫のやうに困ることはなかろう。再生鉛、
ほ軟錯と硬錯とに分けられる。硬鉛にはアンチモンが含

有され:ている｡､アンチモンの含有程度によっては船舶堀
として利用しにくい。

アンチモンは白色誠磨合金に使用される。これも今後

は漸次入手困難どなる侭向がある。
ニッケルは最近非禰に現物化が困難になって来た。

夕

水銀は船底塗料の製迭に多逓に用いられるが材料の供

紛力は充分ある。

カドミウムば鍍金に)Ijいられる。非備に薄くて耐久力

のある鍍金が出来る。似錆力は1離間の約三倍と言はれる

が，船舶ﾊjとしては，髄蕊機器、小物に利別されている

程度である。白色減磨合金にて祁岱多趣に鉛を使剛する

場合に，その硬度を上昇さす｢l的にてカドミ､>ムの利用

力諸へられているが，合金にする方法にまだ研究の餘地

があるやうだ。再

配船物資とし莚の盃線は，船舶I1jには東京線ゴム線，

経線，裸陳の三種類に分れて發券されている。鎧；吸裸

線は共Iこ祗氣機器の造修IIjに供される。船内ケーブル腫

充鴬する舶順線には「AB観絡品」「ロイド規椛冊,｣及一
從來より仙川の親柵辮,そのｷ|礎も多極多纐である。
これ等は何れも需要者より母,穂捌端，寸法を明示して

特別に製作される〔刻當切符け東或線ゴム線のものを使
用する〕・

舶用綴は被覆加工に費材鋳力がかかるので,邸位溌り
の偵絡は相當高償のものとなる。然し使踊鍋凪は此砿的
に少なく，'各種電線全部の生産に使用する錨並に比職す
ると1％位にしか嵩らぬ。

仲銅品は，銅の生謹好洲に鯉じて，今後の見通しは明
るい。然し薄板，特に厚さ0．4耗以下の薄物は公慣と
生産個締との關係上，依然として入手困難を苑力馳ぬこ
とと思ふ。錫，鉛，アンチモン等非銭金脇には函内生褒
逓で賄い得ぬ蚕材が多い。これ等の蚕材に鋤しては將來
の輸入計遜をたてる必要上，現状把握詮碓漬にせねばな
らぬ。商工省では，連合軍司令部の命により,'各所職官
臓を通じて靴非鍛金燭の受挑月報を取遡め．譜司令部に
報告する事になっている。（樅蓮澗風斌材部〕
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一 船の科畢一

｢メーカー」ー溌表（其六)・舶用柿助機械製迭關係（24-2-1）
一

’
準
狸製造所名 所在地 狸

1列
I北I H

一

大成機城製作所
日鵜．漁・業(株､

函館市幸町17
函館.IIj淺卿町1.
編鳥市曾隈川町18
日_厳市大:i勤川1405
川慨.rli満水町1ノ30
川口市鱈占町7弱
川口市本町2ノ57
雪F娼縣船橋市水町2ノ'3〕
銚'二市i卿芝1.ノ33
〕|〔京都江班随組戸馴｢1ノr3
東京都板嬬随御;,lilii野町68S
東京祁江卿IX深川蝶洲町
賑京都lli:剛谷W証上賜Lノど45

甥尚纐・揺錨磯
錫錨隣・錫綱瀧
復水器・識別器・紛水加熱器
種水器・I副測ポンプ
鍔I昂機・揚錨磯
各種ポンプ類

諦撚機･次"職.“機
給7k加熱器・次揚機・次放射機
操舵磯・繋船機
蝉勝機・甥fY"

繍撫諏”
ウイングポンプ雑川ポンプ
ウイングポンプ

鍔貨機

’
1号ソプ頻

職
儲馴撫;【
"'li奈川砿大畷町2

械演市鶴jiij末厳町

f

〃

1

1

、

.脚奈川
､側i奈川
鶴晩1,*
ul遮釿
北加洲

Ｊ冷
機

汕
却

・
冷
機

瀧
捌鱗

次轆
揚
論
復
鐙

I瀞・穐水器・察氣睡新職
'腫水器・遥風機

ソプＩ

川崎市川遜斬低l竹ノ下排地

棚職辮:，
金深市金亦i町御關砿町2フ
沼津市大IM35

'

灘鱸：
筌氣砿縮機
揚貨機・

蕊淡蝿．
揚
揚

灘驚
慧織
爵總熱瀞｡雑、
遜風磯・通風機
溌風機・發電機・
溌風樋・發電機

霧鐵機
各種ポンプ類
揚笂機・揚錨機

撫灘：
驚獺.次"職
冷凍磯
冷凍磯。各種ボン
發砺磯
各種ポンプ猟

詮風瀧･溌磁槻
揚蛍磯

fiIIr臆市中川随凹女子町村裏
大垣市本今町1700

職鑿
大阪市住吉
大阪而東淀

大阪市東成I1"IIM練り4ノ25
大阪市西淀川随姫島町1579
大阪池|〔徒川脇三剛町801
大阪府職ﾘﾘ内郡長吉I:j'長陳
大阪ilj西綻川腿佃町忌ノb4

･次放射機･空蕊雌縦機・灰揚機
〃

大阪市Iﾉﾘ淀川I跡I』鳥町1
大砿ili東化脊腿桑津町148
大阪市東綻川脇田川通4ノ2号
大阪市両徒川随禰町‘”
大阪71j西成腿＃酌:町d67
大阪市西徒川脇卿里町1R6
大阪市浪遡“反物町,322

離職謝繍聯74
大阪TI〃ﾘ成l感I鋤:町435
大阪市東能川脇三瀧菌櫛迩3ノ2
大阪ili両成魑長儒通寸ノjj6

操舵機 ･繋船機・絞雄

･次放射機次揚機

１
１

ポンプ

各種ポンプ類

三島郡味所村字坪井40
北随堂島涜通2ノ17
両淀川磁野里町割；
EI:1･1臨庄田町3ノ3
笑謹郡三木町大録蛎7
相生市
!lilll随東川崎町2ノ14

蝋臓羅灘
大阪市西淀川磁野
祁戸市長I:l･1臨庄出
兵臓縣笑謹郡三木
兵ﾊI蝿相生市
刷Iノゴ"liIIIM東川
紳戸『|j兵1j榊獅I旧I
抑戸市長ﾛ'東〃〔池

織辮羅燃
玉野市韮
玉野市宇野'ノ2
雌鳥市外祇關町
祁山市川1二1町1t27
"II7脳町末版

｜

I

|，

:璽羅鶴貨磯.揚劇繼
熱器・油冷却器・侮水器・飛洲I加熱器
・次放身職・空’1狸縮磯・各種ポンプ･鋸ド脇和H1崎町

1陳〃〔池町5ノ23
斬
雛
淵
棚

庫郡魚崎町魚崎732
湖2ノミ邸26

１
１

ブ郷

譲蕊:灘.操舵磯･繋船隆惚鱸･亥揚機
驚辮胤謬聴繍｡緬鍍ﾝブ類撫
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一
地
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一
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所

會
一
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司
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名
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一
主

‐

． 船 主
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船舶積載用

船舶に積戦して船舶に

於ける各種油の

清淨又は再鯖製に好評！！
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